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序

茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生

かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の

整備とともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めております。

首都圏中央連絡自動車道の建設は，首都高中央環状線などと一体と

なって，首都圏の骨格となる３環状９放射の道路ネットワークを形成

し，東京都心部への交通の適切な分散導入を図り，首都圏全体の道路

交通の円滑化，首都圏の機能の再編成を図る上で極めて重要な役割を

果たすものです。

この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である桜井前遺跡が所在し

ます。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局北首都国道

事務所から同遺跡への埋蔵文化財発掘調査について委託を受け，平成

１７年１０月から平成１８年２月までこれを実施しました。

本書は，桜井前遺跡の調査成果を収録したものです。学術的な研究

資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用

されることによりまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

である国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所から多大な御協力

を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教

育委員会，五霞町教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指

導，御協力に対し深く感謝申し上げます。

平成２０年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 人 見 實 �



１ 本書は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年
さくらい まえ

度に発掘調査を実施した，茨城県猿島郡五霞町大字江川３７９０番地ほかに所在する桜井前遺跡の発掘調査報告

書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査 平成１７年１０月１日～平成１８年２月２８日

整 理 平成１９年４月１日～平成１９年８月３１日

３ 発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

首席調査員兼班長 吉 原 作 平

主任調査員 青 木 亨 平成１８年１月１日～平成１８年２月２８日

主任調査員 高 野 裕 璽

副主任調査員 駒 澤 悦 郎

調 査 員 鹿 島 直 樹 平成１８年１月１日～平成１８年２月２８日

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，調査員桑村裕が担当した。

５ 出土した木簡の保存処理及び樹種同定については，株式会社吉田生物研究所に委託し，考察は付章として

巻末に掲載した。

例 言



１ 地区設定は�日本平面直角座標第�系座標に準拠し，Ｘ＝＋１０�８４０ｍ，Ｙ＝－６�４８０ｍの交点を基準点

（Ａ１ａ１）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３，…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２ 実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構 SP－方形竪穴遺構 UP－地下式坑 SK－土坑 SD－溝跡 SE－井戸跡 CP－火葬土坑

PG－ピット群 SX－不明遺構 Ｐ－ピット

遺物 Ｐ－土器・陶磁器 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Ｑ－石器・石製品 Ｍ－金属製品

Ｗ－木器・木製品

土層 Ｋ－撹乱

３ 遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

� 一部の溝跡の遺構平面図と遺構全体図は２００分の１，ピット群は１２０分の１，一部の溝跡の土層断面図は

４０分の１，その他の遺構は６０分の１の縮尺で掲載した。

� 遺物は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合もある。

� 遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

●土器・陶磁器 ○土製品 □石器・石製品 △金属製品 ▲木製品 ☆骨片

４ 土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

５ 一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

� 計測値の単位はｍ，�，�，ｇである。なお，現存値は（ ）で，推定値は［ ］を付して示した。

� 遺物観察表の備考の欄は，残存率や写真図版番号，その他必要と思われる事項を記した。

� 遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６ 「主軸」については，地下式坑は竪坑と主室を通した軸線，火葬土坑は燃焼部の長軸（径），その他の遺

構については長軸（径）を主軸とみなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれ

だけ振れているかを角度で表示した（例 Ｎ－１０°－Ｅ）。

７ 陶器・磁器の編年については，日本福祉大学知多半島総合研究所『中世常滑焼をおって』（１９９４）及び全

国シンポジウム「中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～」実行委員会『中世窯業の諸相～生産技術の展

開と編年～』（２００５）を基本とした。

凡 例

焼土・施釉 繊維土器断面・天井部

炭化材・炭化範囲 煤
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新設事業に伴
う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

桜井前遺跡 荼 毘 所 中 世 火葬土坑 ４基 内面に馬が墨
書された土師
質土器や木簡
が出土した井
戸跡が調査さ
れている。

そ の 他 中 世 方形竪穴遺構 ９基
地下式坑 ４基
溝跡 ９条
井戸跡 １２基
土坑 ４基

土師質土器（内耳鍋，擂鉢，
火鉢），瓦質土器（内耳鍋，擂
鉢），陶器（皿，縁釉皿，大
皿，直縁大皿，折縁深皿，香
炉，瓶子，花瓶，片口鉢，擂
鉢，壺，甕），磁器（碗），石
器（砥石，硯），鉄製品（蓋），
鉄滓，木器・木製品（漆器，
木簡，曲物，部材ヵ）

近 世 溝跡 ４条
井戸跡 ５基

陶器（卸皿）

不 明 井戸跡 ８基
土坑 ２３７基
ピット群 ７か所
不明遺構 １基

縄文土器，土師器，陶器（天
目茶碗，縁釉皿，茶入れ，土
瓶），青磁（碗），磁器（仏飯
器），土製品（埴輪），石器（剥
片，磨石，石斧，砥石），鉄
製品（釘ヵ），銅製品（煙管）

要 約 方形竪穴遺構や地下式坑などの中世遺構をはじめ，井戸跡や火葬土坑，群集した土坑や
ピット群が溝によって区画されていることが判明した。火葬土坑から人骨が検出されて
おり，荼毘所として土地利用されていた。
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国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所は，五霞町において一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新

設事業を進めている。

平成１６年８月２０日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及び，その取り扱いに

ついて照合した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成１６年９月１４日に現地踏査を，平成１６年１０月１２～１５・

２６日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成１６年１２月９日，茨城県教育委員会教育長は国土交通省

関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，事業地内に桜井前遺跡が所在する旨を回答した。

平成１７年１月６日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

文化財保護法第５７条の３第１項（現 第９４条）の規定に基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘に

ついて通知した。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が

必要であると判断し，平成１７年１月１９日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに工事着手前に

発掘調査を実施するよう通達した。

平成１７年１月３１日，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，一

般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設事業に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１７

年２月８日，茨城県教育委員会教育長は国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長あてに，桜井前遺跡に

ついての発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育

財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業に

ついて委託を受け，平成１７年１０月１日から平成１８年２月２８日まで，発掘調査を実施することとなった。

桜井前遺跡の調査は，平成１７年１０月１日から平成１８年２月２８日まで実施した。以下，調査の経過について，

概要を表で記載する。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

１０月 １１月 １２月 １月 ２月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

補足調査
撤 収

―１―



桜井前遺跡は，茨城県猿島郡五霞町大字江川３７９０番地ほかに所在している。

五霞町は，県内で唯一利根川以南に位置し，四方を利根川，江戸川，権現堂川，中川によって区画されてい

る。町内の地形は，利根川及び中・小河川によって開析された低地（谷底平野，自然堤防，三角州平野）と，

五霞村台地と呼ばれる下位段丘群によって構成されている。本町に広がる台地は，鬼怒川・田川低地と思川・

姿川低地に挟まれる台地群の一部であり，栃木県宇都宮市から本町などに至る一連の地形面を形成している。

現在の利根川は，近世初頭の「利根川東渡」と呼ばれる大規模な河川改修工事により，会の川から古利根川

へ向かっていた利根本流が常陸川筋と連結し，関東平野の中央部を西から東へ貫流し太平洋へ注いでいる。ま

た，中世における本町周辺の河川は，渡良瀬川下流の権現堂川と，古河市近辺の大山沼・釈迦沼・水海沼・長

井戸沼などを水源とする常陸川であり，会の川から古利根川を本流とする利根川は，本町より離れた南に位置

していた。

地質は新生代第四紀沖積統と呼ばれる低地が中心で，約１万年以降までの新しい時代の堆積層で形成されて

いる。また，この沖積統の下には第４紀洪積世後期に形成された洪積統が堆積しており，下層から竜ヶ崎砂礫

層，常総粘土層，関東ローム層（武蔵野ローム層，立川ローム層など）に分層される。町内の最高標高は１７�５

ｍ，最低標高は９ｍ，平均標高は約１２ｍである。

当遺跡は，江戸川と中川に挟まれた町域の南東部に位置し，標高１０～１２ｍの下位段丘に立地している。遺跡

周辺の土地利用状況は主として水田・畑地などの耕作地であり，遺跡の現況は水田であった。

桜井前遺跡が所在する現在の利根川流域には，沖積統の低地と洪積統の台地が広がっている。利根川の北側

では，利根川の支流によって開析された谷津が広がり，谷津から洪積統の台地にかけて遺跡が存在している。

また，利根川の南側は，広大な沖積統が広がり，奥東京湾に面した標高１０～１３ｍほどの低地に遺跡が確認され

ている。この地域には，縄文時代の集落跡や貝塚などが多く分布しており，古代から多くの人々の生活の場で

あったことがうかがえる。

当遺跡のほとんどが中世の遺構で構成されていることから，利根川流域の中世の様相について述べる１）。

鎌倉時代には，平将門を討伐した秀郷流藤原一族によって開発された荘園が，古利根川・常陸川水系が集ま

る下総・武蔵・常陸・下野の国境地域に広く成立した。当遺跡周辺の荘園は下河辺荘であり，金沢文庫文書の

伝存によれば，野方・河辺・新方という三地域に区分されていたという。野方は，茨城県古河市・旧総和町な

ど渡良瀬川東岸の地域にあたり，また河辺は，南部の古利根川と江戸川に挟まれた五霞町，埼玉県栗橋町から

吉川市・三郷市にわたる地域，さらに新方は古隅田川・古利根川・元荒川に囲まれた埼玉県春日部市南部，岩

槻市東部，越谷市北部辺りにそれぞれ比定されている。当時の河辺は，平坦な野方と比べて，台地と低地の比

高差が大きく，その中でも低地部分はかなり広く，水田を開きやすい土地であったとされている。しかし，古

利根川は洪水を起こしやすく，それへの対応が必要とされていた。また，近世から現代のような整備された街

道はほとんどなく，主要な城と城の間を結ぶ陸路のほか，河川や大きな沼などの入り込む地域では船を利用せ

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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ざるを得ず，結局は水運による人や物資の交易が主体であったと考えられる。また，この荘園の統治者は，鎌

倉幕府の御家人として活躍した下河辺氏，新方を治めていた春日部氏，河辺の一部（栗橋町）を拠点としてい

た高柳氏などの複数の御家人によって統治されていたが，下河辺氏の所領はその後，宝治合戦（１２４７年）で三

浦氏に味方したことにより没収されて，金沢北条氏の所領や称名寺領となり，これ以降鎌倉幕府滅亡まで金沢

北条氏などの所領として治められていた。

南北朝時代の至徳３（１３８６）年に，下河辺荘は鎌倉府の御料所となる。その後，足利成氏が上杉氏と対立して

古河へ移った１５世紀中頃には，古利根川水系と常陸川水系とが合流する関宿周辺の地を治める重要性が高まり，
みずうみじょう

古河公方の重臣たちが城や砦を構えるようになる。周辺部を見ると，旧総和町には梁田氏一族の水海城跡〈２〉，
くりはしじょう

五霞町には野田氏の居城の堀跡がよく残る栗橋城跡〈３〉，幸手市には河川氾濫の際に起きる砂押しといわれ
じん や さってじょう てんじんじまとりで

る小山を利用して築かれた一色氏の陣屋跡（幸手城跡）〈４〉とその砦である天神島砦跡〈５〉，野田市（旧関
せきやどじょう

宿町）には，梁田氏嫡流家の関宿城跡〈６〉がある。

１６世紀になると，三次にわたっての関宿城を中心とした合戦後，関宿城を完全に手中にし，かつ梁田氏を衰

退させた後北条氏が交通の要衝地である関宿城を支城とした。これにより，反勢力の多い北関東へ勢力を拡大

させる拠点が得られ，古河公方領を自領に組み込むとともに新たな支城相互ネットワークが形成される。天正

１８（１５９０）年，後北条氏は豊臣秀吉による小田原攻めにより滅亡する。同年，徳川家康の関東入府を期に利根川

が改修される。近世には，利根川東遷によって水運が発達し，関宿周辺は流通路の中継点として発展した。

以上が，当遺跡周辺における中世の様相であり，その時期に該当する周辺遺跡は２３か所になる。主な中世遺
いしはた

跡は，五霞町に中・近世の集落跡・墓地跡が確認された石畑遺跡〈７〉２），旧総和町に河川の改修や護岸工事，
は ぐろ

堤防工事などの工事分担を示す表示札の可能性が高い木簡が出土した羽黒遺跡〈８〉３），１５世紀後半から１６世
かとりひがし

紀中頃が最盛期の土坑墓が確認された香取東遺跡〈９〉４），中世後半から近世にかけての土師質土器や古銭が
むかいつぼ

出土している向坪Ｂ遺跡などがある〈１０〉５）。

註）

１） ａ 茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図（地名表編・地図編）』２００１年３月

ｂ 成島一也「石畑遺跡 １２県単道改１２－０３－２６１－０－０５２号 埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化財調査報告』

第１９２集 ２００２年３月

ｃ 生涯学習課市史編さん室『幸手市史 考古資料編』幸手市教育委員会 ２００２年３月

ｄ 生涯学習課市史編さん室『幸手市史 通史編� 自然 原始・古代 中世 近世』 幸手市教育委員会 ２００２年６月

ｅ 野田市史編さん委員会『野田市史 資料編 考古』野田市 ２００５年３月

ｆ 総和町史編さん委員会『総和町史 通史編 原始・古代・中世』総和町 ２００５年７月

ｇ 石川義信「羽黒遺跡２ 一級河川女沼川河川改修工事事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化財調査

報告』第２６２集 ２００６年３月

ｈ 千葉県立関宿城博物館『企画展図録 利根川東遷と関宿藩』千葉県教育振興財団 ２００６年１０月

２） 註１）ａ と同じ

３） 駒澤悦郎「羽黒遺跡 一級河川女沼川河川改修工事事業地内埋蔵文化財調査報告書１」『茨城県教育財団文化財調査報告』

第２０２集 ２００３年３月

４） 郡山雅友ほか『茨城県猿島郡総和町 都市計画道路東牛谷・釈迦線道路（町道９号線）改良工事に伴う埋蔵文化財発掘報

告書 香取東遺跡・釈迦才仏遺跡』総和町 ２００１年３月

５） 中沢時宗ほか「一般国道４号改築工事地内埋蔵文化財調査報告書１（総和地区）南坪Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡 向坪Ａ・Ｂ遺跡高

野遺跡 北新田Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡 西坪Ａ・Ｂ遺跡 溜原Ｂ遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第３８集 １９８６年８月
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表１ 桜井前遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

� 桜 井 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ １３ 大 橋 Ｂ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

２ 水 海 城 跡 ○ ○ １４ 釈 迦 才 仏 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

３ 栗 橋 城 跡 ○ １５ 伝 水 海 城 跡 ○

４ 陣 屋 跡 ○ １６ 小 手 指 貝 塚 ○ ○ ○

５ 天 神 島 砦 跡 ○ １７ 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○

６ 関 宿 城 跡 ○ ○ １８ 堀 の 内 遺 跡 ○

７ 石 畑 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ １９ 古 桶 遺 跡 ○ ○ ○ ○

８ 羽 黒 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２０ 橋 向 遺 跡 ○ ○ ○

９ 香 取 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２１ 三 島 神 社 遺 跡 ○ ○ ○

１０ 向 坪 Ｂ 遺 跡 ○ ○ ○ ２２ 田 端 遺 跡 ○ ○

１１ 日 下 部 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２３ 土 塔 塚 遺 跡 ○

１２ 西 坪 Ａ 遺 跡 ○ ○ ○ ２４ 池 成 塚 ○ ○ ○

―５―
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桜井前遺跡は，現利根川と中・小河川に囲まれた標高１０～１２ｍの下位段丘に立地している。調査前の現況は

水田であり，調査面積は５�９７４�である。

調査の結果，中世の方形竪穴遺構９基，地下式坑４基，溝跡９条，井戸跡１２基，火葬土坑４基，土坑４基，

近世の溝跡４条，井戸跡５基，時期不明の井戸跡８基，土坑２３７基，ピット群７か所，不明遺構１基を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に６箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師器

（甕），土師質土器（皿，内耳鍋，擂鉢，焙烙，火鉢），瓦質土器（内耳鍋，擂鉢，焙烙），陶器（皿，天目茶

碗，縁釉皿，卸皿，折縁皿，直縁大皿，折縁深皿，香炉，瓶子，土瓶，花瓶，茶入れ，擂鉢，壺，甕），磁器

（碗，仏飯器），青磁（碗），土製品（埴輪），石器（剥片，磨石，石臼，茶臼，砥石，硯），鉄製品（釘，蓋），

銅製品（煙管），鉄滓，木器・木製品（漆器，木簡，曲物，部材ヵ）である。

調査区北部（Ａ３ｄ３）にテストピットを設定し，基本土層の観察を行った。地表面の標高は９�７ｍで，地表

面から３�３ｍ掘り下げた。土層は，８層に分層され，観察結果は以下のとおりである。

第１層は，暗褐色の耕作土層で，ロームブロックを少量含ん

でいる。粘性と締まりはともに弱く，層厚は３０�である。

第２層は，黒褐色の腐植土で，粘性と締まりはともに弱く，

層厚は３０�である。

第３層は，にぶい黄褐色のソフトローム層である。層厚は３９

～４５�である。

第４層は，にぶい黄褐色のソフトローム層で，微量のＡＴ（姶

良丹沢テフラ）を含んでいる。層厚は４３～５６�である。

第５層は，にぶい黄褐色のハードローム層である。層厚は３０

～３８�である。

第６層は，暗褐色の第二黒色帯（ＢＢ�）である。層厚は３０

～４２�である。

第７層は，灰白色の粘土層である。層厚は３９～５０�である。

第８層は，褐灰色の粘土層である。層厚は６０�である。

なお，遺構は第３層上面で確認されている。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 遺 跡 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第３図 基本土層図
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１ 中世の遺構と遺物

中世では，方形竪穴遺構９基，地下式坑４基，溝跡９条，井戸跡１２基，火葬土坑４基，土坑４基を確認し

た。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 方形竪穴遺構

第１号方形竪穴遺構（第４図）

位置 調査区北部のＡ３ｉ１区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長軸３�２０ｍ，短軸１�８４ｍの長方形で，

長軸方向はＮ－４７°－Ｅである。壁高は４�ほどで，

緩やかに立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は認められていない。

ピット ３か所。深さは４０～４６�で，長軸に並んだ

位置から柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分層される。層厚が薄いため堆積状況

は不明である。

遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片１点が出土し

ている。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第２号方形竪穴遺構（第５図）

位置 調査区北西部のＢ２ｂ６区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 北西部が調査区域外へ延び，長軸１�８０ｍ，短軸１�５１ｍが確認され，長軸方向がＮ－４６°－Ｗの長

方形と推定される。壁高は２４～３６�で，外傾して立ち上がっている。

第３節 遺 構 と 遺 物

第４図 第１号方形竪穴遺構実測図

第５図 第２号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量

―８―



底面 ほぼ平坦で，硬化面は認められていない。

ピット ２か所。Ｐ１の深さは４４�であり，柱穴と考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 ４層に分層される。南西側から投げ込まれた状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（焙烙）のほか，流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。

所見 時期は，遺構の形状や出土土器から中世後半と考えられる。

第３号方形竪穴遺構（第６図）

位置 調査区西部のＢ２ｆ６区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３５１号土坑を掘り込み，南西部の壁を第２４０～２４２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外へ延び，長軸２�４０ｍ，短軸２�２６ｍが確認され，長軸方向がＮ－５３°－Ｅの長

方形と推定される。壁高は５６～６８�で，北西部の壁は内彎し，その他の壁は外傾して立ち上がっている。

底面 南西に向かって緩やかに傾斜し，硬化面は認められていない。

ピット ５か所。Ｐ１は深さ５０�，Ｐ２は深さ４０�で，長軸に並ぶ位置から柱穴と考えられる。Ｐ３～Ｐ５の

深さは２６～４０�で，性格は不明である。

覆土 ８層に分層される。含有物と不規則な堆積状況から人為堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第６図 第３号方形竪穴遺構実測図

―９―



第４号方形竪穴遺構（第７図）

位置 調査区中央部のＢ３ｊ２区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�１２ｍ，短径１�７４ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－６５°－Ｅである。西壁中央部が張り出

し，壁高は５０�ほどで，外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，西部壁際の一部が掘りくぼめられている。硬化面は認められていない。

覆土 ４層に分層される。焼土とロームからなる土で均一の厚さに埋めた後，撹乱を受けている。

遺物出土状況 流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片１点が出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第５号方形竪穴遺構（第７図）

位置 調査区中央部のＢ３ｊ２区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 西壁を第４号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�１０ｍ，短軸１�５８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６８°－Ｅである。壁高は２０�ほどで，外傾

して立ち上がっている。

底面 北東へ緩やかに傾斜し，硬化面は認められていない。

ピット 性格は不明である。

覆土 ４層に分層される。含有物や不規則な堆積状況から人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 明 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第７図 第４・５号方形竪穴遺構実測図
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所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第６号方形竪穴遺構（第８図）

位置 調査区西部のＣ２ｃ０区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 東壁を第４号火葬土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�３８ｍ，短軸１�０２ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は１４～２４�で，

外傾して立ち上がっている。

底面 南へ緩やかに傾斜し，硬化面は認められていない。

覆土 ４層に分層される。含有物やブロック状の堆積状況から人為堆積である。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第７号方形竪穴遺構（第９図）

位置 調査区南部のＣ２ｄ０区，標高８�５ｍの緩斜面に位置している。

重複関係 第２３４号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�３９ｍ，短軸１�６８ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７０°－Ｅである。西壁部にピット状の

張り出し部をもち，壁高は４５�ほどで，外傾して立ち上がっている。また，南東部に壁外へ張り出し部がある

が，詳細は不明である。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は認められていない。

覆土 ５層に分層される。ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第８図 第６号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

―１１―



遺物出土状況 陶器片１点（瀬戸・美濃系折縁小皿）のほか，流れ込んだ縄文土器片１点，土師器片１点も出

土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第８号方形竪穴遺構（第１０図）

位置 調査区南部のＣ３ｆ３区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 南壁を第９号方形竪穴遺構，第６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２８ｍ，短軸１�３２ｍが確認され，長軸方向がＮ－３１°－Ｗの隅丸長方形と推定される。壁高

は３０�ほどで，外傾して立ち上がっている。

底面 西へ向かって緩やかに傾斜し，硬化面は認められていない。また，平面形は長方形で，長軸０�９８ｍ，短

軸０�５０ｍ，深さ２５�の掘り込みが確認されているが，詳細は不明である。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４の深さは５～１４�で，性格は不明である。

覆土 ７層に分層される。ロームを主体とした不規則な堆積状況から人為堆積である。

所見 時期は，重複関係から中世後半と考えられる。

第９号方形竪穴遺構（第１０図）

位置 調査区南部のＣ３ｆ３区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第８号方形竪穴遺構を掘り込み，北壁を第６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２８ｍ，短軸１�３６ｍが確認され，長軸方向がＮ－４７°－Ｅの長方形と推定される。壁高は２０

～２６�で，外傾して立ち上がっている。

底面 ほぼ平坦で，硬化面は認められていない。

ピット ４か所。深さ９～３０�で，性格は不明である。

覆土 ７層に分層される。ロームを主体とした不規則な堆積状況から人為堆積である。

第９図 第７号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量
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遺物出土状況 瓦質土器片４点（内耳鍋３，焙烙１），陶器片３点（瀬戸・美濃系皿，瀬戸・美濃系瓶子，常

滑系甕）が出土している。１は北西部の覆土下層から出土し，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 重複関係や出土土器から１４世紀中頃には機能を終えていたものと考えられる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 灰 褐 色 ローム粒子中量

５ 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第１０図 第８・９号方形竪穴遺構・第９号方形竪穴遺構出土遺物実測図

第９号方形竪穴遺構遺物観察表（第１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１ 陶器 瓶子 － （４�６） － 長石・黒色粒子・
灰釉 オリーブ黄 良好 ロクロ成形 体部外面画花文 施

釉 体部内面剥離 覆土下層 ５％ 瀬戸・美濃系 中期
様式�期（１４世紀前半）ヵ

表２ 中世 方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ） 壁高

（�） 壁面 床面
内部施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長径（軸）×短径（軸） 柱穴 ピット 出入

口部

１ Ａ３ｉ１ Ｎ－４７°－Ｅ 長方形 ３�２０×１�８４ ３～６ 緩斜 平坦 ３ － － 不明 － 中世

２ Ｂ２ｂ６ Ｎ－４６°－Ｗ［長方形］（１�８０）×１�５１ ２４～３６ 外傾 平坦 － ２ － 人為 土師質土器 中世
後半

３ Ｂ２ｆ６ Ｎ－５３°－Ｅ［長方形］（２�４０）×２�２６ ５６～６８ 内彎・
外傾 緩斜 ２ ３ － 人為 － 中世 SK３５１�本跡�

SK２４０～２４２

４ Ｂ３ｊ２ Ｎ－６５°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１２×１�７４ ４６～５０ 外傾 平坦 － － － 人為 － 中世 SP５�本跡

５ Ｂ３ｊ２ Ｎ－６８°－Ｅ 長方形 ２�１０×１�５８ １８～２２ 外傾 緩斜 － １ － 人為 － 中世 本跡�SP４

６ Ｃ２ｃ０ Ｎ－１０°－Ｗ 隅丸長方形 ２�３８×１�０２ １４～２４ 外傾 緩斜 － － － 人為 － 中世 本跡�CP４

７ Ｃ２ｄ０ Ｎ－７０°－Ｅ 隅丸長方形 ２�３９×１�６８ ４２～４８ 外傾 平坦 － － － 人為 陶器 中世 SK２３４�本跡

８ Ｃ３ｆ３ Ｎ－３１°－Ｗ ［隅丸長方形］（２�２８）×１�３２ ２８～３２ 外傾 緩斜 － ４ － 人為 － 中世
後半 本跡�SP９・SD６

９ Ｃ３ｆ３ Ｎ－４７°－Ｅ［長方形］２�２８×（１�３６）２０～２６ 外傾 平坦 － ４ － 人為 瓦質土器，陶器 １４世紀
中頃 SP８�本跡�SD６
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� 地下式坑

第１号地下式坑（第１１図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ４区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

竪坑 主室南西壁の中央部に位置している。上面は，長径１�０６ｍ，短径１�００ｍの円形である。壁高は１１２�で，

直立気味に立ち上がっている。底面は緩やかに傾斜して主室に繋がっている。

主室 長軸３�００ｍ，短軸２�５６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

直立および外傾しており，確認面からの深さは１００～１２０�である。底面は北東部壁際にやや高まりがあり，全

体的に床は凸凹である。

覆土 １７層に分層される。ロームを主体とした不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ にぶい褐色 ロームブロック少量
５ 灰 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
８ にぶい褐色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量

１０ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック多量
１３ 褐 色 ロームブロック中量
１４ にぶい褐色 ローム粒子多量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１６ 明 褐 色 ロームブロック多量
１７ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第１１図 第１号地下式坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況 陶器片２点（常滑系甕，産地不明皿類），石器１点（不明）が出土している。２は覆土中から

出土している。

所見 出土土器から１４世紀後半には機能を終えていたと考えられる。

第２号地下式坑（第１２図）

位置 調査区北東部のＢ３ｂ０区，標高９�２ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 竪坑と主室東壁が調査区域外のため，全体は不明である。

主室 南北軸３�５０ｍ，確認された東西軸は２�１０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６０°－Ｅである。天井部は遺存

していない。壁は外傾して立ち上がり，確認面からの深さは１１０～１２４�で，底面はほぼ平坦である。

覆土 １４層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した人為堆積である。また，第１２・１３層はロームを多く含

んでおり，天井部の崩落土である。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 明 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ にぶい褐色 ロームブロック少量

８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
９ 明 褐 色 ローム粒子中量
１０ 明 褐 色 ロームブロック中量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 明 褐 色 ロームブロック多量
１３ にぶい褐色 ロームブロック多量
１４ 明 褐 色 ローム粒子少量

第１２図 第２号地下式坑実測図

第１号地下式坑遺物観察表（第１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２ 陶器 甕 － （７�３） － 長石・小礫 灰 良好
体部内・外面ナデ 外面太線表現
の押印後ナデ 内面指頭圧痕を残
すナデ 輪積痕 断面につなぎの
ための刻み痕

覆土中 ５％ 常滑系 ８型式
（１４世紀後半）ヵ
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第３号地下式坑（第１３図）

位置 調査区東部のＢ３ｅ０区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

竪坑 主室南西壁中央部に位置し，上面は長径１�００ｍ，短径０�８４ｍの楕円形である。壁高は８０�で，外傾して

立ち上がり，さらに直立気味に立ち上がっている。底面は緩やかに傾斜して主室に繋がっている。

主室 長軸４�３２ｍ，短軸２�３０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４６°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

外傾して立ち上がり，確認面からの深さは９０�で，底面はほぼ平坦である。

覆土 １２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第１３図 第３号地下式坑・出土遺物実測図

―１６―



遺物出土状況 土師質土器片９点（内耳鍋１，擂鉢６，不明２），瓦質土器片２９点（擂鉢１，内耳鍋２８），陶器

片８点（常滑系甕２，常滑系擂鉢２，瀬戸・美濃系直縁大皿１，瀬戸・美濃系大皿１，瀬戸・美濃系花瓶２），

石器２点（砥石，硯）のほか，流れ込んだ縄文土器片８点，土師器片２点も出土している。３は主室東壁際の

覆土中層，４は覆土中からそれぞれ出土している。いずれも本跡の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 出土土器から１５世紀後半には機能を終えていたと考えられる。

第４号地下式坑（第１４・１５図）

位置 調査区東部のＣ３ｂ９区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２６７・２９７号土坑を掘り込み，第３０３号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ にぶい褐色 ロームブロック・炭化粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
９ 明 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１１ にぶい褐色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

第１４図 第４号地下式坑実測図

第３号地下式坑出土遺物観察表（第１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３
土師質
土器

内耳
鍋

３０�７ １７�８ ２０�５ 長石・石英・
雲母

灰黄 良好
口唇部平坦 ２内耳残存 口唇部上
端から体部上位にかけて指ナデによ
る貼り付け 体部内・外面丁寧なナ
デ 底部縁部分左回転の丁寧なナデ

覆土中層 ９０％ PL５

４ 陶器
直縁
大皿

－ （４�８） －
長石・小礫 灰
釉

灰黄 良好 ロクロ成形 体部内・外面中位ま
で施釉 脚貼り付け 覆土中

１０％ 瀬戸・美濃系
後期様式�期古（１５世
紀後半）ヵ

―１７―



竪坑 主室西壁中央部西側に位置し，上面は長軸１�００ｍ，短軸０�８０ｍの隅丸長方形である。壁高は８２�で，外

傾して立ち上がっている。底面はスロープ状に主室へと繋がっている。

主室 長軸２�３０ｍ，短軸１�５２ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－５７°－Ｅである。天井部は竪坑部との境い目

と南壁部に，それぞれ一部遺存している。壁は天井部が遺存している部分は内彎し，他の壁はほぼ直立してい

る。遺存している天井部からの深さは竪坑部際が６０�，南壁部際は８０�である。底面は南壁部に向かって緩や

かに傾斜している。

ピット 深さ２０�で，性格は不明である。

覆土 １１層に分層される。遺存している天井部下にレンズ状の堆積状況を示していることから，自然堆積と考

えられる。また，第５・１１層はロームを多く含む明黄褐色土であり，天井部の崩落土である。

遺物出土状況 陶器片２点（瀬戸・美濃系大皿，常滑系片口鉢）のほか，流れ込んだ縄文土器片２点，土師器

片２点も出土している。５は覆土中から出土している。

所見 時期は，遺構の形状や出土土器から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 明 黄 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ローム粒子少量

７ 黒 色 ローム粒子微量
８ にぶい褐色 ロームブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック微量
１０ にぶい褐色 ローム粒子少量
１１ 明 黄 褐 色 ロームブロック多量

第１５図 第４号地下式坑出土遺物実測図

第４号地下式坑出土遺物観察表（第１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５ 陶器 片口鉢 － （７�４） －
長石・石英・
小礫

にぶい褐 普通
口唇部平坦 片口部張り出し弱い
体部内・外面ナデ 外面指頭圧痕
を残す横ナデ

覆土中 ５％ 常滑系 ８型式
（１４世紀後半）ヵ

表３ 中世 地下式坑一覧表

番号 位置 主軸方向

規 模（ｍ）

覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）

竪 坑 主 室

長軸（径）×
短軸（径）

壁高
（�） 平面形 底面 長軸（径）×

短軸（径）
深さ
（�） 平面形 底面

１ Ｂ３ｂ４ Ｎ－４５°－Ｅ １�０６×
１�００ １１２ 円形 緩斜 ３�００×

２�５６ １００～１２０長方形 凸凹 人為 陶器，石器 １４世紀
後半

２ Ｂ３ｂ０ Ｎ－６０°－Ｅ － － 不明 不明 ３�５０×
（２�１０） １１０～１２４［長方形］平坦 人為 － 中世

３ Ｂ３ｅ０ Ｎ－４６°－Ｅ １�００×
０�８４ ８０ 楕円形 緩斜 ４�３２×

２�３０ ９０ 長方形 平坦 自然 土師質土器，瓦質土
器，陶器，砥石，硯

１５世紀
後半

４ Ｃ３ｂ９ Ｎ－５７°－Ｅ １�００×
０�８０ ８２ 隅丸

長方形 緩斜 ２�３０×
１�５２ ６０～８０ 隅丸

長方形 緩斜 自然 陶器 中世
後半

SK２６７・２９７�
本跡�SK３０３

―１８―



� 溝跡

第１号溝跡（第１６～１８図）

位置 調査区北部から西部のＡ３ｉ６～Ｂ２ｉ２区で，標高９ｍほどの台地上に位置している。

重複関係 第１５９号土坑を掘り込み，第２４号井戸，第１２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 両端部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは６５ｍである。南西方向（Ｎ－１３０°－Ｗ）

へ直線的に延び，規模は上幅１３０～４００�，下幅２０～９０�，深さ４０～１１０�である。断面はＵ字状で，壁は外傾

して立ち上がっている。長軸２�３４ｍ，短軸１�２８ｍの長方形で，深さ８３～９０�である土坑状の掘り込みが中央部

の底面に確認されている。中央部にある掘り込み部分が最も深く，両端側が浅いことから，水の流れは中央部

へと集水する機能を有していたと考えられる。

覆土 １１層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片３点（内耳鍋１，擂鉢２），瓦質土器片３点（内耳鍋），陶器片２７点（瀬戸・美濃

系小皿１，瀬戸・美濃系折縁深皿１，常滑系片口鉢１，常滑系擂鉢１，常滑系壺１，瀬戸・美濃系花瓶２，瀬

戸・美濃系瓶子１，常滑系甕１９），磁器片４点（龍泉窯碗），石器・石製品８点（砥石４，硯１，鍋１，不明２），

鉄製品２点（蓋，不明），鉄滓１２点のほか，縄文土器片１５点，土師器片２点も出土している。多くの遺物は，

中央部から南西部にかけて散在した状態で覆土上層から中層にかけて出土しており，廃棄されたものと考えら

れる。

所見 出土土器から１３世紀後半には機能を終えていたと考えられる。第２・３号溝とほぼ平行して延びている

ことから，同時期に機能していたものと考えられる。１３世紀代の下河辺荘は，下河辺氏から金沢北条氏への所

領となったことで，堤の修築や低地への開発が進んだと想定されていることから，水を統御するために築造さ

れたと考えられる。

土層解説（共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 明 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ にぶい褐色 ローム粒子少量

第１６図 第１号溝跡出土遺物実測図�
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第１７図 第１号溝跡出土遺物実測図�

第１号溝跡出土遺物観察表（第１７・１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６ 陶器 小皿 ［６�５］ ２�３ ［３�０］ 砂粒・灰釉 緻
密 灰白 普通 ロクロ成形 口辺部に施釉 体部

下端指頭痕 底部糸切り痕 覆土上層 ３０％ 瀬戸・美濃系
１３世紀代ヵ

７ 陶器 折縁深皿［２１�６］（５�１） － 長石・砂粒・灰
釉 灰オリーブ 普通 ロクロ成形 全面施釉 覆土中 １０％ 瀬戸・美濃系 中期様

式�期（１３世紀中頃）PL５
８ 陶器 片口鉢 － （６�１）［１２�７］長石・石英・小礫 灰黄 普通 体部内・外面ナデ 下端左方向の回転

ヘラ削り 高台貼り付け 内面摩耗 覆土中 １０％ 常滑系 ５型式（１３
世紀前半）

９ 陶器 壺 － （４�１） － 長石・小礫・透
明釉 暗灰黄 良好 縁帯部・口辺部ナデ 全面施釉 覆土上層 ５％ 常滑系 ６型式（１３

世紀後半）ヵ

１０ 陶器 甕 － （５�４） － 長石 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 頚部外面横ナデ後
ヘラナデ 内面横ナデ 指頭痕 覆土中層 ５％ 常滑系 ５型式（１３

世紀前半）

１１ 陶器 甕 － （１４�５） － 長石・小礫 にぶい褐 普通 体部内・外面ナデ ヘラナデ 覆土中 ５％ 常滑系

１２ 青磁 碗 － （３�１）［３�０］ 長石・青磁釉緻密 暗灰黄 良好 高台貼り付け 全面施釉後高台畳
付の釉掻き取り 覆土上層 ５％ 龍泉窯 １３世紀中

頃～１４世紀初頭 PL５

１３ 青磁 碗 － （３�９） － 黒色粒子・青磁
釉 緻密 オリーブ灰 良好 鎬蓮弁文 全面施釉 覆土中 ５％ 龍泉窯 １３世紀中

頃 PL５

１４ 青磁 碗 － （４�６） － 長石・黒色粒子・
青磁釉 緻密 緑灰 良好 鎬蓮弁文 蓮弁文右側掻き目によ

る装飾 全面施釉 釉の厚さ１� 覆土中 ５％ 龍泉窯 １３世紀中
頃ヵ PL５

TP１ 陶器 甕 － （９�８） － 黒色粒子 灰褐 良好 体部外面ナデ 内面横ナデ 覆土上層 常滑系

TP２ 陶器 甕 － （８�４） － 長石 灰 良好 体部内・外面ナデ後ハケ目調整 覆土中層 PL６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１ 砥石 （１０�９） ３�６ ２�５（１２７�６） 凝灰岩 砥面５面 端部・中央部欠損 覆土中 PL８

番号 器種 口径 器高 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１ 蓋 ９�５ ３�２ ０�２ （９６�５） 鉄 香炉の蓋ヵ つまみ貼り付け 天井部突起部木質残
存 内面管状の突起部 覆土中 PL８

―２０―



第１８図 第１～４・１４号溝跡実測図
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第２号溝跡（第１８図）

位置 調査区北部から西部のＢ３ｃ３～Ｂ２ｊ３区で，標高８�５ｍほどの台地上に位置している。

規模と形状 南西部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは４９ｍである。南西方向（Ｎ－１２７°－Ｗ）

へ直線的に延び，規模は上幅５０～９０�，下幅１０～５０�，深さ１０～２８�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して

立ち上がっている。北東側が浅く，南西側が深いことから，南西方向へ水は流れたものと考えられる。

覆土 ４層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 時期は，第１・３号溝とほぼ平行して延び，同時期に水を統御する機能を有していたと想定されること

から，１３世紀代と考えられる。

第３号溝跡（第１８図）

位置 調査区西部のＢ２ｉ５～Ｂ２ｊ３区で，標高８�５ｍほどの台地上に位置している。

規模と形状 南西部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは６�４ｍである。南西方向（Ｎ－１２７°－

Ｗ）へ直線的に延び，規模は上幅５０�，下幅３０�，深さ５�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上

がっている。北東側が浅く，南西側が深いことから，南西方向へ水は流れたものと考えられる。

所見 時期は，第１・２号溝とほぼ平行して延び，同時期に水を統御する機能を有していたと想定されること

から，１３世紀代と考えられる。

第４号溝跡（第１８図）

位置 調査区北部から中央部のＢ３ｃ３～Ｂ３ｄ２区で，標高９ｍほどの台地上に位置している。

規模と形状 北東方向（Ｎ－４２°－Ｅ）へやや緩曲して延び，長さ５�２ｍである。規模は上幅４５～６０�，下幅３０

�，深さ５�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。

覆土 単一層で，含有物から自然堆積と考えられる。

所見 第１４号溝とともに第１号地下式坑を挟むように位置しており，区画的な性格を有しているものと想定さ

れる。時期は，第１４号溝と，同時期に機能していたと想定されることから，１５世紀中頃と考えられる。

第１４号溝跡（第１８・１９図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ４～Ｂ３ｃ５区で，標高９ｍの台地上に位置している。

規模と形状 北西方向（Ｎ－５４°－Ｗ）へ緩曲線状に延び，長さ５�２ｍである。規模は上幅４２～７０�，下幅２０～

３４�，深さ２２～３４�である。断面は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（瀬戸・美濃系縁釉小皿）のほか，縄文土器片１点も出土している。１５は覆土中か

ら出土している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子少量

―２３―



所見 第４号溝とともに第１号地下式坑を挟むように位置して

おり，区画的な性格を有しているものと想定される。出土土器

から１５世紀中頃には機能を終えていたと考えられる。

第５号溝跡（付図・第２０図）

位置 調査区東部から南東部のＣ３ｃ９～Ｃ３ｄ７区で，標高８�５ｍほどの台地上に位置している。

重複関係 第８号溝跡，第２１８号土坑を掘り込み，第９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部が削平を受けているため，確認された長さは７�８ｍである。南西方向（Ｎ－１２４°－Ｗ）へ直

線的に延び，規模は上幅４２～６０�，下幅１２～２７�，深さ１０�ほどである。断面は逆台形状で，壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土 単一層で，含有物から自然堆積と考えられる。

所見 形状が類似していることから，調査区域外を挟んで

第６号溝と連結していたものと推測される。さらに，第８

号溝とも連結し，第３～５号井戸や第４・６号ピット群な

どの施設を区画していたと想定される。時期は，重複関係

や遺構の性格から中世後半と考えられる。

第６号溝跡（付図・第２１図）

位置 調査区南部のＣ３ｅ５～Ｃ３ｆ３区で，標高８�５ｍほどの台地上に位置している。

重複関係 第８・９号方形竪穴遺構を掘り込み，第８５・２３１・３３３号土坑，第５号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 両端部が調査区域外に延びているため，確認された長さは１４ｍである。南西方向（Ｎ－１２０°－Ｗ）

へ直線的に延び，規模は上幅３０～５０�，下幅１８～３０�，深さ４～１０�である。断面は逆台形状で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土 単一層で，含有物から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（常滑系甕）が出土している。

所見 形状が類似していることから，調査区域外を挟んで

第５号溝と連結していたものと推測される。さらに，第８

号溝と連結し，第３～５号井戸や第４・６号ピット群など

第１９図 第１４号溝跡出土遺物実測図

第２０図 第５号溝跡実測図

第２１図 第６号溝跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１４号溝跡出土遺物観察表（第１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１５ 陶器
縁釉
小皿

［１０�６］（３�１） － 長石・砂粒・灰
釉 にぶい黄 普通

ロクロ成形 口辺部外面から体部内面に
かけて施釉 体部外面から底部にかけて
６か所釉薬付着 体部下端糸切り痕

覆土中
５％ 瀬戸・美濃系
後期様式�期古（１５世
紀中頃）

―２４―



の施設を区画していたと想定される。時期は，重複関係や遺構の性格から中世後半と考えられる。

第８号溝跡（付図・第２２図）

位置 調査区中央から東部のＢ３ｈ６～Ｃ３ｃ８区で，標高９ｍほどの台地上に位置している。

重複関係 第５号溝，第１８号井戸，第２０５・２４９・２６７・２９７号土坑，第７号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 南部が第５号溝に掘り込まれているため，確認された長さは２０�６ｍである。南東方向（Ｎ－１４６°

－Ｅ）へやや緩曲して延び，規模は上幅５６～１００�，下幅２８～７０�，深さ８～１６�である。断面はＵ字状で，

壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。含有物や不規則な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），石器１点（砥石）が出土している。Ｑ２は覆土中から出土して

いる。

所見 第５号溝と連結し，調査区域外を挟んだ第６号溝とともに，第３～５号井戸や第４・６号ピット群など

の施設を区画していたと想定される。時期は，重複関係や遺構の性格から中世後半と考えられる。

第１２号溝跡（付図・第２３図）

位置 調査区北西部から中央部のＢ２ｃ８～Ｂ２ｄ９区で，標高９ｍほどの台地上に位置している。

重複関係 第１号溝跡，第１６３号土坑を掘り込み，第１７号井戸，第１号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 北西部を第１７号井戸，第１号不明遺構に掘り込まれているため，確認された長さは４ｍである。

北西方向（Ｎ－４５°－Ｗ）へ直線的に延び，規模は上幅３８～５０�，下幅１２～２０�，深さ２０�である。断面はＵ

字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。含有物から人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量

３ 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

第２２図 第８号溝跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量�焼土粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第２３図 第１２号溝跡実測図

第８号溝跡出土遺物観察表（第２２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２ 砥石 （６�２） ３�６ ２�８ （９２�３） 凝灰岩 砥面５面 端部欠損 表面に擦痕 覆土中 PL８

―２５―



� 井戸跡

第３号井戸跡（第２４図）

位置 調査区中央部のＣ３ｃ２区，標高８�３ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 北西部を第４８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�１８ｍ，短径１�０８ｍの円形である。断面は箱状で，深さ１９０�である。

覆土 ５層に分層される。第１～４層は周囲からの土砂の流入を示す堆積状況のため，自然堆積と考えられる。

第５層は暗褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，周囲に６基の方形竪穴遺構が位置していることから，中世と考えられる。

第４号井戸跡（第２５図）

位置 調査区中央部のＣ３ｃ４区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 東壁部が調査区域外のため，確認された東西径は１�７３ｍ，南北径１�９１ｍで，楕円形と考えられる。

断面は漏斗状で，深さ２１５�である。

覆土 ７層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

４ 黒 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第２４図 第３号井戸跡実測図

表４ 中世 溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模 （� 確認長はｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）確認長 上幅 下幅 深さ

１ Ａ３ｉ６～Ｂ２ｉ２Ｎ－１３０°－Ｗ 直線状 （６５�０）１３０～４００２０～９０４０～１１０ 外傾 平坦 人為
土師質土器，瓦質土
器，陶器，磁器，石器・
石製品，鉄製品，鉄滓

１３世紀
後半

SK１５９�本跡�
SE２４・SD１２

２ Ｂ３ｃ３～Ｂ２ｊ３Ｎ－１２７°－Ｗ 直線状 （４９�０）５０～９０１０～５０１０～２８ 外傾 皿状 人為 － １３世紀

３ Ｂ２ｉ５～Ｂ２ｊ３Ｎ－１２７°－Ｗ 直線状 （６�４） ５０ ３０ ５ 外傾 平坦 不明 － １３世紀

４ Ｂ３ｃ３～Ｂ３ｄ２Ｎ－４２°－Ｅ 緩曲線状 ５�２ ４５～６０ ３０ ５ 緩斜 皿状 自然 － １５世紀
中頃

５ Ｃ３ｃ９～Ｃ３ｄ７Ｎ－１２４°－Ｗ 直線状 （７�８）４２～６０１２～２７１０～１４ 外傾 緩斜 自然 － 中世
後半

SD８・SK２１８�
本跡�SD９

６ Ｃ３ｅ５～Ｃ３ｆ３Ｎ－１２０°－Ｗ 直線状 （１４�０）３０～５０１８～３０ ４～１０ 外傾 平坦 自然 陶器 中世
後半

SP８・９�本跡�SK
８５・２３１・３３３・PG５

８ Ｂ３ｈ６～Ｃ３ｃ８Ｎ－１４６°－Ｅ 緩曲線状（２０�６）５６～１００２８～７０ ８～１６ 緩斜 皿状 人為 土師質土器，砥石 中世
後半

本 跡�SD５・SE１８・SK
２０５・２４９・２６７・２９７・PG７

１２ Ｂ２ｃ８～Ｂ２ｄ９Ｎ－４５°－Ｗ 直線状 （４�０）３８～５０１２～２０ ２０ 外傾・
緩斜 皿状 人為 － 中世

後半
SD１・SK１６３�
本跡�SE１７・SX１

１４ Ｂ３ｂ４～Ｂ３ｃ５Ｎ－５４°－Ｗ 緩曲線状 ５�２ ４２～７０２０～３４２２～３４ 外傾 平坦 自然 陶器 １５世紀
中頃

―２６―



所見 時期は，周囲に６基の方形竪穴遺構が位置していることから，中世と考えられる。

第５号井戸跡（第２６図）

位置 調査区中央部のＣ３ｃ２区，標高８�５ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５４・５５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�００ｍ，短径０�９０ｍの楕円形である。断面は箱状で，深さ１７０�である。

覆土 ４層に分層される。第１～３層は周囲からの土砂の流入を示す堆積状況のため，自然堆積と考えられる。

第４層は暗褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，周囲に６基の方形竪穴遺構が位置していることから，中世と考えられる。

第６号井戸跡（第２７図）

位置 調査区南西部のＣ２ｄ８区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�９３ｍ，短径１�７０ｍの楕円形である。断面は漏斗状で，深さ１９０�である。また，南部に長

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第２５図 第４号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２６図 第５号井戸跡実測図

―２７―



径２�７０ｍ，短径１�１５ｍの楕円形で，深さ１４～２６�である土坑状の掘り込みが確認されている。

覆土 ７層に分層される。第１～６層は周囲からの土砂の流入を示す堆積状況のため，自然堆積と考えられる。

第７層は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

第２７図 第６号井戸跡・出土遺物実測図

―２８―



遺物出土状況 土師質土器片１点（皿），瓦質土器片１点（擂鉢），陶器片１点（常滑系擂鉢）のほか，縄文土

器片４点も出土している。いずれの出土土器も覆土中層から出土している。

所見 出土土器から１５世紀後半には機能を終えていたと考えられる。また，南部から派生している土坑状の掘

り込みは，『不動利益縁起』（１４世紀代）に井戸の前で女性が洗濯をしている様子が描かれていることなどから，

洗い場として利用された可能性がある。

第７号井戸跡（第２８・２９図）

位置 調査区南西部のＣ２ｅ８区，標高８�４ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径２�４１ｍ，短径２�２３ｍの円形である。断面は漏斗状で，深さ２０５�である。

覆土 ６層に分層される。第１～５層はレンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。第６層は暗褐色系の

土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

遺物出土状況 土師質土器片３点（火鉢），瓦質土器片６点（内耳鍋４，擂鉢２），陶器片３０点（瀬戸・美濃系

皿１，瀬戸・美濃系直縁大皿２，瀬戸・美濃系縁釉小皿１，瀬戸・美濃系縁釉皿２，瀬戸・美濃系折縁皿１，

瀬戸・美濃系香炉２，瀬戸・美濃系瓶子２，常滑系擂鉢６，常滑系片口鉢１，常滑系甕１２），石器４点（石臼

１，茶臼１，砥石２），木製品１点（部材ヵ）のほか，縄文土器片６点，土師器片４点も出土している。いず

れも細片で，覆土中から出土していることから，埋没過程の中で廃棄されたものと考えられる。

所見 出土土器から１５世紀前半には機能を終えていたと考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２８図 第７号井戸跡実測図

第６号井戸跡出土遺物観察表（第２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６ 土師質土器 皿 ［２０�６］［５�１］ － 長石・繊維 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形 覆土中層 ３０％ 外面「�」「妙申」ヵ
内面馬の絵 PL７

１７ 瓦質土器 擂鉢［２６�２］（９�５） － 長石・石英・雲
母・小礫 黄灰 普通

口辺部右横方向のナデ 体部内・外
面雑なナデ 外面弧の字状の叩打装
飾後ナデ 内面下端右方向のナデ

覆土中層 ２０％

―２９―



第２９図 第７号井戸跡出土遺物実測図

―３０―



第１０号井戸跡（第３０図）

位置 調査区北部のＡ３ｉ４区，標高９�２ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�７７ｍ，短径１�６２ｍの不整形である。断面は漏斗状，南西部の一部は階段状で，深さ２３４�

である。

覆土 ８層に分層される。第１～７層は不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。第８層は褐色系の土層

で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

第３０図 第１０号井戸跡実測図

第７号井戸跡出土遺物観察表（第２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８
土師質
土器

火鉢 － （１６�０）［２２�０］長石・雲母・赤色粒子・繊維 にぶい橙 普通
体部内・外面ナデ 突帯貼り付け後丁
寧なナデ 上位３か所の渦巻きスタン
プ紋 中位３か所１セットの十二菊紋
下位７か所の花菱のスタンプ紋

覆土中 ２５％ PL５

１９ 陶器 平碗［２０�０］（４�８） － 長石・石英・灰
釉 緻密 オリーブ黄 普通 ロクロ成形 内・外面施釉 覆土中 １０％ 瀬戸・美濃系 後期

様式�期（１５世紀前半）ヵ
２０ 陶器 縁釉小皿［９�２］ ２�２ ４�４ 長石・小礫・灰

釉 灰白 良好 ロクロ成形 口唇部から口辺部内
面にかけて施釉 底部糸切り痕 覆土中 ４０％ 瀬戸・美濃系 後期様

式�期（１５世紀前半）ヵ PL５

２１ 陶器 直縁大皿［２５�２］（６�６） － 長石・灰釉 緻
密 オリーブ黄 良好 ロクロ成形 体部内・外面中位ま

で施釉 覆土中 ２０％ 瀬戸・美濃系 後期様
式�期（１５世紀前半）ヵ PL５

２２ 陶器 片口鉢 － （７�１） － 長石・石英・小
礫 にぶい赤褐 良好 ロクロ成形後ヘラナデ 体部外面指

頭痕 片口部ヘラで成形後ナデ調整 覆土中 １０％ 常滑系 １０型式（１５世紀前
半）ヵ 内面刻文による抽象文

TP３
土師質
土器

火鉢 － （８�２） － 長石・石英・小
礫・繊維

にぶい黄
橙

普通
口辺部押圧による格子状の加飾
体部外面突帯貼り付け ナデ調整
後装飾叩打文 内面ナデ

覆土中 PL６

TP４
土師質
土器

火鉢 － （８�０） － 長石・石英・小
礫 にぶい橙 普通

口辺部押圧による格子状の加飾
体部外面突帯貼り付け ナデ調整
後装飾叩打文 内面ナデ

覆土中 PL６

TP５ 陶器 甕 － （７�８） － 長石 灰 良好
体部内・外面ナデ 外面太線表現
の押印後ナデ 内面指頭圧痕を残
すナデ 輪積痕 断面につなぎの
ための刻み痕

覆土中 常滑系 ８型式（１４世紀
後半）ヵ PL６

TP６ 陶器 甕 － （６�２） － 長石・繊維 灰 良好 体部内・外面ナデ 外面太線表現
の押印後ヘラナデ 内面ナデ 覆土中 常滑系 ８型式（１４世紀

後半）ヵ PL６

番号 器種 口径 器高 底径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３ 茶臼 ［３９�６］（４�６） － （９５３） 安山岩 全面丁寧な研磨成形 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４ 砥石 （８�４） ３�９ ３�２ （９１�７） 凝灰岩 砥面４面 破断面から砥面にかけて擦痕 覆土中 PL８

Ｗ１ 部材ヵ （１４�４） ４�８ １�２ （１４�６） 木 板目 削り加工 木釘２か所 楕円形の孔２か所 覆土中
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遺物出土状況 陶器片１点（常滑系甕），石器１点（砥石）が出土している。常滑系甕片は，細片のため，図

化し得ないが，１５世紀前半と想定される。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第１３号井戸跡（第３１図）

位置 調査区東部のＢ４ｄ２区，標高８�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３４８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 ほとんどが調査区域外へ延びており，確認された長径は４�０２ｍ，短径は０�９０ｍで，円形と考えら

れる。断面は半円状で，深さ１０８�である。

覆土 ８層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（直縁大皿）が出土している。２３は，南西部の覆土上層から出土しており，廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器と重複関係から１５世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック少量

第３１図 第１３号井戸跡・出土遺物実測図
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第１４号井戸跡（第３２図）

位置 調査区東部のＢ４ｇ３区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径２�６０ｍ，短径２�４３ｍの円形である。断面は漏斗状で，深さ２３０�掘り下げた時点で湧水した

ため，下部の調査を断念した。

覆土 ８層に分層される。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。第７・８層以下は，湧水によって

記録することが不可能であった。

遺物出土状況 土師質土器片２点（皿，甕），瓦質土器片１点（擂鉢），陶器片２点（常滑系甕）が出土してい

る。いずれも細片で，廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

５ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック少量

第３２図 第１４号井戸跡実測図

第１３号井戸跡出土遺物観察表（第３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３ 陶器
直縁
大皿

－ （４�１） － 長石・灰釉 緻
密 にぶい橙 良好

ロクロ成形 体部外面下端脚貼り
付け 体部外面一部と内面全面に
施釉

覆土上層
２０％ 瀬戸・美濃系
後期様式�期古（１５世
紀中頃）ヵ
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第１９号井戸跡（第３３図）

位置 調査区北部のＡ２ｉ９区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径１�５５ｍの円形である。断面は逆台形状で，深さ１７６�である。

遺物出土状況 木製品６点（木簡１，曲物１，部材ヵ１，不明３），石器１点（不明），木片１３点が出土してい

る。Ｗ２～Ｗ４，Ｑ５はいずれも覆土中から出土している。

所見 時期は，出土遺物や周囲に方形竪穴遺構が位置していることから中世と考えられる。

第３３図 第１９号井戸跡・出土遺物実測図

第
一
号
木
簡

釈
文

・「
�
」
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第２１号井戸跡（第３４図）

位置 調査区中央部のＢ３ｉ６区，標高８ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径１�２５ｍの円形である。断面は逆台形状で，深さ１９６�である。

覆土 ４層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積と考えられ，第３・４層以下は，湧水によっ

て記録することが不可能であった。

所見 時期は，第３号火葬土坑と隣接して位置していることから中世と考えられる。

第２３号井戸跡（第３５図）

位置 調査区北西部のＢ２ｃ７区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号不明遺構を掘り込み，南西部を第１７０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�５３ｍ，短径１�３４ｍが確認され，楕円形と推定される。断面はＳ字状で，深さは１９０�である。

覆土 ８層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片７点（常滑系甕），木製品２点（漆器，栓ヵ），石器１点（砥石），木片１点が出土して

いる。Ｑ６・７，Ｗ５はいずれも覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３４図 第２１号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量�粘土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

５ にぶい褐色 ロームブロック中量
６ にぶい褐色 ロームブロック多量
７ 黒 色 ロームブロック少量，炭化物微量
８ 明 褐 色 ロームブロック多量

第１９号井戸跡出土遺物観察表（第３３図）

番号 器種 長さ・径 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５ 不明石器 １７�１ ８�９ ３�２ （９１�７） 凝灰岩 砥面４面 破断面から砥面にかけて擦痕 覆土中 PL８

Ｗ２ 木簡 （１９�１） ５�２ ０�４ （２９�７） ヒノキ 板目 上下端部欠損 覆土中 「�」ヵ PL７

Ｗ３ 曲物 ［２４�０］ － ０�９ （４０�２） 木 柾目 片面炭化 覆土中 PL８

Ｗ４ 部材ヵ （４２�４） ７�５ １�５ （１５１�９） 木 板目 全面乾燥化が著しい 楕円孔２か所 中央
部・右端側２か所凹む 覆土中 PL８
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第２４号井戸跡（第３６図）

位置 調査区北西部のＡ３ｊ３区，標高８�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号溝跡を掘り込んでいる。

第３５図 第２３号井戸跡・出土遺物実測図

第３６図 第２４号井戸跡実測図

第２３号井戸跡出土遺物観察表（第３５図）

番号 器種 長さ・径 幅 厚さ・高さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６ 砥石 （１１�１） ４�４ ３�１ （１７３�０） 凝灰岩 砥面４面 覆土中

Ｑ７ 砥石 （９�９） ２�４ （４�１） （９３�９） 凝灰岩 砥面４面 剥落著しい 覆土中

Ｗ５ 栓ヵ ３�５ － ３�８ ９�１ 木 芯無削り出し 覆土中 PL８
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規模と形状 長径１�２０ｍ，短径１�１３ｍの円形である。断面は逆台形状で，深さ１８５�である。

覆土 ３層に分層される。第１・２層はブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第３層は褐色系の

土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，重複関係から中世後半と考えられる。

� 火葬土坑

火葬土坑について，次のような基準を設けた。遺構の性格として，火葬後そのまま埋葬したものと，拾

骨をして別の場所に埋葬したものがあることを考慮して「火葬土坑」の名称を使用した。火葬土坑を構成

している部位については，空気を取り込む坑を「開口部」，遺骸を火葬した坑を「燃焼部」，通気調整を行

うために開口部底面から燃焼部底面を掘り込んだと考えられる溝を「通気溝」の３つに分けて説明する。

主軸方向は，火葬を行う際に遺体を寝かせたであろう燃焼部の長軸（径）方向とする。

第１号火葬土坑（第３７図）

位置 調査区西部のＢ２ｄ６区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 開口部を第１８７号土坑に掘り込まれている。

燃焼部 長軸１�２３ｍ，短軸０�５８ｍの長方形で，深さは２８�である。長軸方向はＮ－３８°－Ｗで，東壁面が赤変

している。中央部の底面に，長さ０�８６ｍ，上幅０�２８～０�３６ｍ，下幅０�１４ｍ，深さ１２�の通気溝が掘られている。

覆土 ８層に分層される。燃焼部の覆土は，火葬が終わった後に，埋め戻されたものと考えられる。第３～５

層から骨粉と骨片が検出され，第７・８層は通気溝の天井部と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 褐 色 ローム粒子多量

表５ 中世 井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長径×短径 深さ（�）

３ Ｃ３ｃ２ Ｎ－７３°－Ｗ 円形 １�１８×１�０８ １９０ 垂直・外傾 平坦 自然 － 中世 本跡�SK４８

４ Ｃ３ｃ４ Ｎ－５０°－Ｅ［楕円形］１�９１×（１�７３） ２１５ 垂直・外傾 皿状 自然 － 中世

５ Ｃ３ｃ２ Ｎ－８９°－Ｗ 楕円形 １�００×０�９０ １７０ ほぼ垂直 平坦 自然 － 中世 SK５４・５５�本跡

６ Ｃ２ｄ８ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 １�９３×１�７０ １９０ 垂直・外傾 平坦 自然 土師質土器，瓦質土器，
陶器

１５世紀
後半

７ Ｃ２ｅ８ Ｎ－４７°－Ｗ 円形 ２�４１×２�２３ ２０５ 垂直・外傾 平坦 自然 土師質土器，瓦質土器，陶
器，茶臼，砥石，部材ヵ

１５世紀
前半

１０ Ａ３ｉ４ Ｎ－５２°－Ｅ 不整形 １�７７×１�６２ ２３４ 垂直・外傾 平坦 人為 陶器，砥石 中世
後半

１３ Ｂ４ｄ２ － ［円形］（４�０２）×（０�９０）（１０８） 外傾 ［皿状］自然 陶器 １５世紀
後半 SK３４８�本跡

１４ Ｂ４ｇ３ Ｎ－５２°－Ｅ 円形 ２�６０×２�４３ （２３０） 凸凹 不明 自然 土師質土器，瓦質土器，
陶器

中世
後半

１９ Ａ２ｉ９ － 円形 １�５５ １７６ 急斜 平坦 不明 木簡，曲物，部材ヵ，
不明木製品，木片 中世

２１ Ｂ３ｉ６ － 円形 １�２５ １９６ ほぼ垂直 平坦 自然 － 中世

２３ Ｂ２ｃ７ Ｎ－５４°－Ｗ［楕円形］１�５３×［１�３４］ １９０ 凸凹 平坦 人為 陶器片，木製品，砥石，
木片

中世
後半 SX１�本跡�SK１７０

２４ Ａ３ｊ３ Ｎ－３４°－Ｅ 円形 １�２０×１�１３ １８５ 急斜 平坦 人為 － 中世
後半 SD１�本跡
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遺物出土状況 燃焼部の中央から西にかけた壁際に炭化物が広まり，中央部の底面から骨粉や骨片が検出され

ている。

所見 頭蓋骨や歯が確認されていないことから，拾骨後に残った人骨をそのまま埋めたと想定される。時期は，

遺構の形状から中世と考えられる。

第２号火葬土坑（第３８図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ１区，標高８�８ｍの緩斜面に位置している。

重複関係 第２０９号土坑を掘り込んでいる。

開口部 北側に位置し，長径１�３０ｍ，短径０�９４ｍの楕円形である。深さは２０～２４�で，底面は燃焼部へ緩やか

に傾斜している。

燃焼部 長径１�２２ｍ，短径０�６２ｍの楕円形で，深さは１４～２４�である。長径方向はＮ－５０°－Ｗである。開口

部との境目から燃焼部の底面には，長さ０�８２ｍ，上幅０�２４ｍ，下幅０�１２ｍ，深さ１０�の通気溝が掘られている。

覆土 １０層に分層される。燃焼部，開口部とも不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

所見 覆土に骨片は含まれていないが，周辺に位置する火葬土坑と同じ形状を示していることから，火葬土坑

と考えられる。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，骨粉微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・骨粉少量，

炭化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化材少量，
骨粉微量

６ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量

第３７図 第１号火葬土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

６ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
９ 黒 色 炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
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第３号火葬土坑（第３９図）

位置 調査区中央部のＢ３ｈ５区，標高８�８ｍの緩斜面に位置している。

重複関係 開口部を第１１９号土坑に掘り込まれている。

燃焼部 長軸０�９７ｍ，短軸０�５３ｍの長方形で，深さは８～１２�である。長軸方向はＮ－３５°－Ｗであり，底面

は中央部を境に段を有している。通気溝は西壁の中央部で連結しており，長さ０�１２ｍ，上幅０�２２ｍ，下幅０�１８

ｍ，深さ８�である。

覆土 ８層に分層される。燃焼部，通気溝とも不規則な堆積状況を示した人為堆積である。また，燃焼部西壁

付近の覆土下層から多量の細骨片が検出されている。

遺物出土状況 燃焼部の覆土下層から骨粉や骨片が散在して検出されている。

第３８図 第２号火葬土坑実測図

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化材多量，ロームブロック少量

５ 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・骨粉微量
７ 黄 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・骨粉微量
８ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子多量，骨粉中量，ローム粒子少量

第３９図 第３号火葬土坑実測図

―３９―



所見 小さな骨片のみ検出していることから，拾骨後に残った人骨をそのまま埋めたと想定される。時期は，

遺構の形状から中世と考えられる。

第４号火葬土坑（第４０図）

位置 調査区中央部のＣ２ｃ０区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第６号方形竪穴遺構を掘り込み，第４号ピット群の一部に掘り込まれている。

開口部 東側に位置する長径０�７２ｍ，短径０�５６ｍの楕円形である。深さは３２�で，底面には，燃焼部の通気溝

と連結する長さ１�３８ｍ，上幅０�４８～０�５８ｍ，下幅０�３２～０�４０ｍ，深さ１６～２０�の通気溝が掘られている。

燃焼部 長径４�７７ｍ，短径１�３６ｍの不定形である。長径方向はＮ－４°－Ｗである。底面には長さ３�６８ｍ，上

幅０�３０～０�４０ｍ，下幅０�１８～０�２８ｍ，深さ２０～２４�の通気溝が南北方向に掘られている。

ピット 燃焼部にＰ１が確認されているが，周辺にピット群が確認されていることから，本跡とは関係のない

ピットの可能性がある。

覆土 １４層に分層される。燃焼部・開口部とも不規則な堆積状況を示した人為堆積である。また，第５層上部

から骨粉が南北方向にかけて直線上に検出されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 明 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック微量
５ 暗 赤 褐 色 炭化粒子多量，焼土粒子・骨粉中量，ロームブロ

ック微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子多量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック微量

８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化材微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量

第４０図 第４号火葬土坑実測図
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遺物出土状況 陶器片２点（瀬戸・美濃系皿，常滑系甕）のほか，流れ込んだ縄文土器片６点，土師器片１点

も出土している。細片である陶器片に，二次焼成の痕跡がないことから，本跡の廃絶後に流れ込んだものと考

えられる。また，燃焼部の覆土から骨粉が検出されている。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

� 土坑

第２６号土坑（第４１図）

位置 調査区西部のＣ２ｂ５区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

第４１図 第２６号土坑・出土遺物実測図

表６ 中世 火葬土坑一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形

規模（ｍ）

覆土
主な出土遺物

及び
人骨の有無

備考
重複関係
（古�新）

開口部（ｍ） 燃焼部（ｍ）

長軸（径）
×短軸（径）

深さ
（�） 平面形 底面 長軸（径）×

短軸（径）
深さ
（�） 平面形 底面

１ Ｂ２ｄ６ Ｎ－３８°－Ｗ Ｔ字形 － － 不明 不明 １�２３×
０�５８ ２８ 長方形 平坦 人為 － 人骨有 本跡�SK１８７

２ Ｂ３ｂ１ Ｎ－５０°－Ｗ Ｔ字形 １�３０×
０�９４ ２０～２４ 楕円形 皿状 １�２２×

０�６２ １４～２４ 楕円形 凸凹 人為 － 人骨無 SK２０９�本跡

３ Ｂ３ｈ５ Ｎ－３５°－Ｗ Ｔ字形 － － 不明 不明 ０�９７×
０�５３ ８～１２ 長方形 段状 人為 － 人骨有 本跡�SK１１９

４ Ｃ２ｃ０ Ｎ－４°－Ｗ Ｔ字形 ０�７２×
０�５６ ３２ 楕円形 皿状 ４�７７×

１�３６ ２０～２４ 不定形 皿状 人為 陶器 人骨有 SP６�本跡�
PG４

―４１―



規模と形状 南壁部が調査区域外のため，確認された長径は２�１５ｍ，短径１�１８ｍで，長径方向がＮ－４°－Ｗ

の楕円形と考えられる。断面は半円状で，深さ９５�である。

覆土 ７層に分層される。黒褐色土主体で，レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片５点（内耳鍋４，羽釜１），瓦質土器片２点（内耳鍋），陶器片２点（常滑系片口

鉢），石器１点（砥石）が出土している。２４とＱ８は覆土中から出土している。

所見 出土土器から１５世紀後半には廃絶していたと考えられる。

第２２４号土坑（第４２図）

位置 調査区南部のＣ３ｅ３区，標高８�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１６号土坑を掘り込み，北東部を第７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�５６ｍ，短軸１�００ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６０°－Ｅである。深さは１７～２１�，底面は

ほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量，炭化粒子極微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 色 ローム粒子極微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子極微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子極微量（しまりが弱い）

第４２図 第２２４号土坑・出土遺物実測図

第２６号土坑出土遺物観察表（第４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４ 陶器 片口鉢 － ［８�８］ － 長石・小礫・黒
色粒子 暗赤褐 普通 口唇部断面Ｔ字状 口辺部回転ナデ

体部内・外面ナデ 内面２条の擂り目 覆土中 ５％ 常滑系 １０型式
（１５世紀後半）ヵ

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８ 砥石 （１０�５） ３�９ ３�４ （１７５�２） 凝灰岩 砥面４面 一部擦痕 全面被熱 覆土中 PL８

―４２―



覆土 ２層に分層される。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 陶器片２点（常滑系片口鉢，常滑系甕）が出土している。２５・TP７は中央部の上層から出土

しており，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 出土土器から１４世紀後半には廃絶していたと考えられる。

第２４４号土坑（第４３図）

位置 調査区南部のＣ３ｄ３区，標高８�５ｍほどの緩斜面に位置している。

重複関係 西壁を第３１４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�１８ｍ，短軸０�７８ｍが確認され，長軸方向がＮ－３４°－Ｗの長方形と考えられる。深さは３２

～３８�，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。ロームを主体としたブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量 ２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量 ２ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４３図 第２４４号土坑・出土遺物実測図

第２２４号土坑出土遺物観察表（第４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５ 陶器 片口鉢［２５�０］ ９�２ ［１０�２］長石・石英 にぶい赤褐 良好

口唇部平坦 体部内・外面丁寧な
ナデ調整 外面上位ロクロ成形後
ヘラナデによる調整 下端右方向
のヘラ削り 内面上位・下端ロク
ロ成形後ナデ 底部ナデ

覆土上層
２０％ 常滑系 ８型式
（１４世紀後半）ヵ 内面
摩耗

TP７ 陶器 甕 － （９�８） － 長石 灰 普通
体部内・外面粗雑なナデ 外面太
線表現の押印後ナデ・ヘラナデ
内面指ナデ・ヘラナデ 指頭痕

覆土上層 常滑系 ８型式（１４世紀
後半）ヵ PL６

―４３―



遺物出土状況 土師質土器片１点（片口鉢），瓦質土器片４点（擂鉢２，内耳鍋２），陶器片３点（瀬戸・美濃

系皿１，常滑系甕２）が出土している。２６は中央部の底面から出土しており，廃絶後に廃棄されたものと考え

られる。

所見 出土土器から中世後半には廃絶していたと考えられる。

第３４８号土坑（第４４・４５図）

位置 調査区東部のＢ４ｄ１区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 北壁を第１３号井戸に掘り込まれている。

第４４図 第３４８号土坑実測図

第２４４号土坑出土遺物観察表（第４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６ 瓦質土器 擂鉢 － （７�９） ９�５ 長石・石英 黒褐 良好

口唇部平坦 片口部指押さえによ
り形成 体部内・外面丁寧なヘラ
ナデ・ナデ調整 外面下端右方向
のヘラナデ後上方向のヘラナデ
体部内面・内底４～６条の擂り目
横方向の擂り目形成後縦方向の擂
り目を形成 底部ヘラナデ後周縁
部ナデ

底面 ２０％ 内面摩耗

―４４―



規模と形状 長軸６�２４ｍ，短軸２�００ｍの長方形で，長軸方向はＮ－３５°－Ｅである。深さは３４～４６�，底面は

南西壁へ向かって緩やかに傾斜しており，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層される。ロームを主体としたブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（擂鉢），瓦質土器片１点（内耳鍋），陶器片１点（瀬戸・美濃系直縁大皿），

石器１点（砥石）が出土している。２７は北部の覆土中層，TP９は覆土中からそれぞれ出土しており，廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。

所見 出土土器から１５世紀後半には廃絶していたと考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 明 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第４５図 第３４８号土坑出土遺物実測図

第３４８号土坑出土遺物観察表（第４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７ 陶器 直縁大皿［２８�４］（７�５） － 長石・灰釉 緻
密 灰 良好 ロクロ成形 体部内・外面施釉 覆土中層 １０％ 瀬戸・美濃系 後期

様式�期古ヵ（１４５０年頃）

TP９
土師質
土器

擂鉢 － （６�６） － 繊維・長石・小
礫 灰黄 普通

口唇部内面につまみ出し 右方向
の沈線１条 体部内・外面ナデ
内面上位横ナデ ７条１セットの
擂り目２か所ヵ

覆土中 １０％ 体部内・外面煤
付着 内面摩耗 PL６

表７ 中世 土坑一覧表

番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物 時期
備考

重複関係
（古�新）長軸（径）×短軸（径） 深さ

２６ Ｃ２ｂ５ Ｎ－４°－Ｗ［楕円形］（２�１５）×１�１８ ９５ 外傾 皿状 自然 土師質土器，瓦質土器，
陶器，砥石 １５世紀後半

２２４ Ｃ３ｅ３ Ｎ－６０°－Ｅ 長方形 １�５６×１�００ １７～２１ 外傾 平坦 人為 陶器 １４世紀後半 SK３１６�本跡�SD７

２４４ Ｃ３ｄ３ Ｎ－３４°－Ｗ［長方形］１�１８×（０�７８）３２～３８ 外傾 平坦 人為 土師質土器，瓦質土器，
陶器 中世後半 本跡�SK３１４

３４８ Ｂ４ｄ１ Ｎ－３５°－Ｅ［長方形］（６�２４）×２�００ ３４～４６ 外傾 緩斜 人為 土師質土器，瓦質土器，
陶器，砥石 １５世紀後半 本跡�SE１３

―４５―



２ 近世の遺構

近世の遺構は，溝跡４条，井戸跡５基が確認されている。以下，遺構について記述する。

� 溝跡

第７号溝跡（付図・第４６図）

位置 調査区南部のＣ３ｄ３～Ｃ３ｄ４区，標高８�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第７９・２２４・２２７号土坑を掘り込み，第５号ピット群の一部に掘り込まれている。

規模と形状 東部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは６�７ｍである。北東方向（Ｎ－６７°－Ｅ）

へ直線的に延び，規模は上幅５０～９６�，下幅１０～６８�，深さ１２～１６�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに

傾斜して立ち上がっている。

覆土 ２層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

所見 第９～１１号溝と間隔をあけながらコの字状に位置していることから，第２・８・９号井戸の施設を区画

していたと想定される。時期は，重複関係や遺構の性格から近世以降と考えられる。

第９号溝跡（付図・第４７図）

位置 調査区東部から南東部のＣ３ｃ７～Ｃ３ｅ８区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北西方向（Ｎ－３５°－Ｗ）へほぼ直線状に延び，長さ７�６ｍである。規模は上幅４８～６８�，下幅３０

～４０�，深さ８�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。

覆土 単一層で，含有物から自然堆積と考えられる。

所見 第７・１０・１１号溝と間隔をあけながらコの字状に位置していることから，第２・８・９号井戸を区画し

ていたと想定される。時期は，重複関係や遺構の性格から近世以降と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第４６図 第７号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第４７図 第９号溝跡実測図

―４６―



第１０号溝跡（付図・第４８図）

位置 調査区南東部のＣ３ｅ９～Ｃ３ｇ０区で，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 北西方向（Ｎ－２８°－Ｗ）へ直線的に延び，長さ８�２ｍである。規模は上幅４４～７０�，下幅１０～３６

�，深さ６～１８�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに傾斜して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層される。含有物から自然堆積と考えられる。

所見 第７・９・１１号溝と間隔をあけながらコ

の字状に位置していることから，第２・８・９

号井戸を区画していたと想定される。時期は，

遺構の性格から近世以降と考えられる。

第１１号溝跡（付図・第４９図）

位置 調査区南部から南東部のＣ３ｊ５～Ｃ３ｉ７区，標高８�４ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 西部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは８�８ｍである。南西方向（Ｎ－１１７°－Ｗ）

へ直線的に延び，規模は上幅６６～９０�，下幅３６～４８�，深さ１９～４２�である。断面は逆台形状で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土 ４層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 陶器片１点（瀬戸・美濃系卸皿）が出土している。卸皿は，細片のため図化できないが，近世

に比定されるものと考えられる。

所見 第７・９・１０号溝と間隔をあけながらコの字状に位置していることから，第２・８・９号井戸を区画し

ていたと想定される。時期は，出土土器や遺構の性格から近世以降と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 明 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第４９図 第１１号溝跡実測図

第４８図 第１０号溝跡実測図

表８ 近世 溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模 （� 確認長はｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古→新）確認長 上幅 下幅 深さ

７ Ｃ３ｄ３～Ｃ３ｄ４ Ｎ－６７°－Ｅ 直線状 （６�７）５０～９６ １０～６８ １２～１６ 緩斜 皿状 自然 － SK７９・２２４・２２７�本跡�
PG５

９ Ｃ３ｃ７～Ｃ３ｅ８ Ｎ－３５°－Ｗ 緩曲線状 ７�６ ４８～６８ ３０～４０ ８ 緩斜 皿状 自然 － SD５�本跡

１０ Ｃ３ｅ９～Ｃ３ｇ０ Ｎ－２８°－Ｗ 直線状 ８�２ ４４～７０ １０～３６ ６～１８ 緩斜 皿状 自然 －

１１ Ｃ３ｊ５～Ｃ３ｉ７Ｎ－１１７°－Ｗ 直線状 （８�８）６６～９０ ３６～４８ １９～４２ 外傾 平坦 自然 陶器

―４７―



� 井戸跡

第２号井戸跡（第５０図）

位置 調査区南部のＣ３ｆ４区，標高８�３ｍの台地平坦部に位置している。また，コの字状に区画している第

７・９～１１号溝の内側に位置している。

重複関係 北東部を第３２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 径１�００ｍの円形である。断面は逆台形状で，深さ１７４�である。

覆土 ２層に分層される。第１層はレンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。第２層

は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，区画の性格を有する第７・９～１１号溝の内側に位置していることから，近世以降と考えられる。

第８号井戸跡（第５１図）

位置 調査区南部のＣ３ｆ５区，標高８�４ｍの台地平坦部に位置している。また，コの字状に区画している第

７・９～１１号溝の内側に位置している。

規模と形状 長径１�８８ｍ，短径１�６２ｍの不整円形である。断面は漏斗状で，深さ１９０�である。

覆土 ７層に分層される。第１～６層はレンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。第

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第５０図 第２号井戸跡実測図

第５１図 第８号井戸跡実測図

―４８―



７層は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

遺物出土状況 木片２点が覆土中から出土している。

所見 時期は，区画の性格を有する第７・９～１１号溝の内側に位置していることから，近世以降と考えられる。

第９号井戸跡（第５２図）

位置 調査区南東部のＣ３ｇ９区，標高８�５ｍの台地平坦部に位置している。また，コの字状に区画している

第７・９～１１号溝の内側に位置している。

規模と形状 径１�２０ｍの円形である。断面は箱状で，深さ２１０�である。

覆土 ４層に分層される。第１～３層はレンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。第

４層は黒色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，区画の性格を有する第７・９～１１号溝の内側に位置していることから，近世以降と考えられる。

第１７号井戸跡（第５３図）

位置 調査区北部のＢ２ｃ９区，標高８�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１２号溝跡，第１６４号土坑，第１号不明遺構を掘り込み，第２２１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�９５ｍ，短径１�２２ｍの楕円形である。断面は漏斗状で，深さ１８０�である。

覆土 ５層に分層される。第１～４層は含有物とブロックの堆積状況を示していることから人為堆積と考えら

れる。第５層は明褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，重複関係から近世以降と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 色 ローム粒子微量

第５２図 第９号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 明 褐 色 ロームブロック中量

―４９―



第１８号井戸跡（第５４図）

位置 調査区東部のＣ３ｂ８区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第８号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�１０ｍ，短径０�９３ｍの楕円形である。断面は箱状で，深さ１３０�ほどで湧水のため，下部の

調査を断念した。

覆土 ４層に分層される。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見 時期は，重複関係から近世以降と考えられる。

第５３図 第１７号井戸跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第５４図 第１８号井戸跡実測図

表９ 近世 井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長径（軸）×短径（軸）深さ（�）

２ Ｃ３ｆ４ － 円形 １�００ １７４ 急斜 平坦 自然 － 本跡�SK３２４

８ Ｃ３ｆ５ Ｎ－３３°－Ｗ 不整円形 １�８８×１�６２ １９０ ほぼ垂直 平坦 自然 木片

９ Ｃ３ｇ９ － 円形 １�２０ ２１０ 凸凹 平坦 自然 －

１７ Ｂ２ｃ９ Ｎ－６３°－Ｅ 楕円形 １�９５×１�２２ １８０ 外傾 緩斜 人為 － SD１２・SK１６４・SX１�本跡�SK２２１

１８ Ｃ３ｂ８ Ｎ－８１°－Ｅ 楕円形 １�１０×０�９３ （１３０） 垂直 不明 人為 － SD８�本跡

―５０―



３ その他の時代の遺構と遺物

時期や性格が明確でない井戸跡８基，土坑２３７基，ピット群７か所，不明遺構１基が確認されている。以

下，遺構と遺物について記述する。

� 井戸跡

第１号井戸跡（第５５図）

位置 調査区西部のＢ２ｈ７区，標高８�７ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径１�４６ｍの円形である。断面は漏斗状で，深さ１６４�である。

覆土 ４層に分層される。第１～３層はレンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。第

４層は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，不明である。

第１１号井戸跡（第５６図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ１区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�０４ｍ，短径０�９６ｍの円形である。断面は箱状で，深さ１９０�である。

覆土 ５層に分層される。第１～４層はレンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。第

５層は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第５５図 第１号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第５６図 第１１号井戸跡実測図

―５１―



所見 時期は，不明である。

第１２号井戸跡（第５７図）

位置 調査区中央部のＢ３ｈ２区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径０�９５ｍの円形である。断面は箱状で，深さ１５２�である。

覆土 ６層に分層される。第１～５層はブロック状の堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。

第６層はにぶい褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，不明である。

第１５号井戸跡（第５８図）

位置 調査区中央部のＢ３ｉ２区，標高８�７ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径１�４５ｍの円形である。断面は漏斗状で，深さ１８０�である。

覆土 ６層に分層される。第１～５層は不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。第６

層は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，不明である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

４ 明 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ にぶい褐色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

第５７図 第１２号井戸跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

４ 明 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第５８図 第１５号井戸跡実測図

―５２―



第１６号井戸跡（第５９図）

位置 調査区西部のＢ２ｅ７区，標高８�６ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径１�８０ｍの円形である。断面は漏斗状で，深さ１７５�である。

覆土 ７層に分層される。第１～６層は不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。第７

層は橙色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，不明である。

第２０号井戸跡（第６０図）

位置 調査区北部のＡ３ｆ３区，標高８�５ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 径１�００ｍの円形である。断面はＵ字状で，深さ１４０�である。

覆土 ４層に分層される。第１～３層はブロック状の堆積状況を示していることから人為堆積と考えられる。

第４層は暗褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，不明である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 橙 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ 橙 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
７ 橙 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

第５９図 第１６号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第６０図 第２０号井戸跡実測図

―５３―



第２２号井戸跡（第６１図）

位置 調査区中央部のＢ３ｇ４区，標高９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 東部を第１３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�３９ｍ，短径１�０４ｍの楕円形である。断面は漏斗状で，深さ２００�である。

覆土 ４層に分層される。第１～３層はレンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。第

４層は黒褐色系の土層で細分が可能であったが，湧水によって記録することが不可能であった。

所見 時期は，不明である。

第２５号井戸跡（第６２図）

位置 調査区北部のＡ３ｇ２区，標高９�２ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�１３ｍ，短径０�９８ｍの楕円形である。断面は花瓶状で，深さ２３５�である。

所見 時期は，不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第６１図 第２２号井戸跡実測図

第６２図 第２５号井戸跡実測図

―５４―



� 土坑（第６３～７２図・付図）

遺物や重複関係から時期及び性格が明確にできなかった土坑は２３７基である。以下，特徴ある土坑につ

いては実測図と遺物実測図で記載する。その他については，付図と一覧表で紹介した。また，図示した遺

物については，出土遺物観察表で記載した。

第６３図 その他の土坑実測図�

表１０ 時期不明 井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

重複関係
（古�新）長径（軸）×短径（軸）深さ（�）

１ Ｂ２ｈ７ － 円形 １�４６ １６４ 急斜 平坦 自然 －

１１ Ｂ３ｂ１ Ｎ－５６°－Ｅ 円形 １�０４×０�９６ １９０ 垂直 平坦 自然 －

１２ Ｂ３ｈ２ － 円形 ０�９５ １５２ 直立 平坦 人為 －

１５ Ｂ３ｉ２ － 円形 １�４５ １８０ 垂直 平坦 人為 －

１６ Ｂ２ｅ７ － 円形 １�８０ １７５ 外傾 皿状 人為 －

２０ Ａ３ｆ３ － 円形 １�００ １４０ 急斜 平坦 人為 －

２２ Ｂ３ｇ４ Ｎ－６１°－Ｗ 楕円形 １�３９×１�０４ ２００ 急斜 平坦 自然 － 本跡�SK１３５

２５ Ａ３ｇ２ Ｎ－９０° 楕円形 １�１３×０�９８ ２３５ 凸凹 平坦 不明 －

―５５―



第６４図 その他の土坑実測図�

―５６―



第６５図 その他の土坑実測図�

―５７―



第６６図 その他の土坑実測図�

―５８―



第６７図 その他の土坑実測図�

―５９―



第６８図 その他の土坑実測図�

―６０―



第６９図 その他の土坑実測図�

―６１―



第７０図 その他の土坑実測図�

―６２―



第７１図 その他の土坑実測図�

―６３―



第７２図 その他の土坑出土遺物実測図

第５２号土坑出土遺物観察表（第７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１０縄文土器 深鉢 － （４�０） － 長石 黒褐 普通 口唇部竹管文施文 体部外面単節
縄文施文後ナデ 内面ナデ 覆土中 後期ヵ PL６

第５４号土坑出土遺物観察表（第７２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９ 剥片 ２�６ １�６ １�０ ２�９ 黒曜石 縦長剥片 覆土中

第１７１号土坑出土遺物観察表（第７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１１瓦質土器 擂鉢 － （９�５） － 長石・石英 灰 普通
口唇部内側に浅い沈線 口辺部横
ナデ 外面横ナデ後ハケ目調整後
ナデ 体部内面ナデ ６条１セッ
トの擂り目２か所

覆土中

第３１６号土坑出土遺物観察表（第７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１２縄文土器 深鉢 － （３�３） － 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口辺部ナデ 体部外面撚糸文施文

後沈線による文様施文 覆土中 後期 PL６

―６４―



表１１ 時期不明 土坑一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係（古�新）長径（軸）×短径（軸） 深さ

１ Ｂ２ｄ４ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�１３×０�８０ ９ 緩斜 凸凹 人為 －

２ Ｂ２ｅ３ Ｎ－７１°－Ｅ 楕円形 ２�１３×０�６３ ６ 緩斜 凸凹 自然 －

３ Ｂ２ｅ３ Ｎ－３９°－Ｗ ［長方形］（１�５１）×（０�２５） １４ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK４

４ Ｂ２ｅ３ Ｎ－４１°－Ｗ ［長方形］（２�７３）×０�７７ ２５ 外傾 平坦 人為 － SK３�本跡

５ Ｂ２ｄ５ Ｎ－５８°－Ｗ 不定形 （１�２５）×（０�２５） ５９ 外傾 平坦 人為 陶器 SK１３�本跡

６ Ｂ２ｅ２ Ｎ－２８°－Ｗ［隅丸長方形］（２�５６）×０�６５ １７ 緩斜 平坦 人為 －

７ Ｂ２ｆ３ Ｎ－３０°－Ｅ 隅丸長方形 ３�７３×０�８４ ２４ 緩斜 平坦 自然 －

８ Ｂ２ｆ３ Ｎ－３２°－Ｗ 隅丸長方形 ２�０８×０�７６ １５ 緩斜 平坦 自然 縄文土器

９ Ｂ２ｅ４ Ｎ－６０°－Ｅ 長方形 ２�７８×０�５８ ８ 緩斜 平坦 人為 －

１０ Ｂ２ｅ５ Ｎ－１７°－Ｅ 隅丸長方形 ２�８５×０�６５ ２５ 緩斜 凸凹 自然 －

１１ Ｂ２ｅ５ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 ２�９１×０�６５ ３０ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�SK１２

１２ Ｂ２ｅ５ Ｎ－３１°－Ｅ 不定形 （０�７９）×０�３５ ２４ 緩斜・外傾 皿状 自然 － SK１１�本跡

１３ Ｂ２ｄ５ Ｎ－３６°－Ｗ 不定形 （１�００）×（０�４４） ５２ 外傾 皿状 人為 － 本跡�SK５

１６ Ｂ２ｆ４ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 １�２９×１�１４ ３５ 外傾 平坦 人為 －

１７ Ｂ２ｆ４ Ｎ－２９°－Ｅ 不整楕円形 １�２４×１�０８ ２０ 緩斜・外傾 平坦 人為 －

１９ Ｂ２ｆ４ Ｎ－７°－Ｗ 円形 １�２６×１�２０ ３１ 外傾 平坦 自然 －

２０ Ｂ２ｇ４ Ｎ－９°－Ｅ 円形 ０�７９×０�７６ １３ 緩斜 平坦 人為 －

２１ Ｂ２ｊ４ Ｎ－５６°－Ｅ 長方形 １�０３×０�７８ ４０ 外傾 凸凹 人為 －

２２ Ｃ２ｂ５ Ｎ－３８°－Ｅ 楕円形 １�３２×１�２３ ２２ 緩斜 平坦 人為 －

２３ Ｂ２ｉ６ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 １�７０×１�４０ ２０ 緩斜 平坦 人為 －

２４ Ｂ２ｊ７ Ｎ－４°－Ｅ 円形 １�４２×１�３３ ５７ 外傾 平坦 人為 －

２５ Ｂ２ｈ８ Ｎ－１２°－Ｗ 長方形 １�５６×０�９０ ３９ 緩斜 平坦 人為 －

３０ Ｂ２ｊ９ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�５３×０�９７ ５７ 外傾 凸凹 人為 －

３１ Ｂ２ｊ０ Ｎ－４°－Ｅ ［楕円形］ ０�８５×０�５９ １４ 緩斜 平坦 自然 －

３２ Ｃ３ａ１ Ｎ－３８°－Ｗ ［長方形］（１�１２）×０�９８ ４４ 緩斜 平坦 人為 －

３３ Ｃ３ａ１ Ｎ－７５°－Ｅ 長方形 ２�５０×０�９９ ２４ 緩斜 凸凹 人為 －

３５ Ｃ２ａ０ Ｎ－３０°－Ｗ 長方形 ２�３０×０�７９ ２７ 緩斜 平坦 人為 土師器，土師質土器，陶
器

３６ Ｃ２ｂ０ Ｎ－６５°－Ｗ 長方形 １�０６×０�６５ ４２ 外傾 凸凹 自然 －

３７ Ｃ２ｂ９ Ｎ－８７°－Ｅ 楕円形 １�６２×１�１０ ７２ 外傾 平坦 自然 縄文土器

３８ Ｃ２ｂ９ Ｎ－５８°－Ｅ 楕円形 ２�００×１�３８ ３６ 緩斜 平坦 自然 縄文土器

３９ Ｃ２ｂ０ Ｎ－８３°－Ｅ 楕円形 １�５６×０�９１ ７３ 外傾 皿状 自然 －

４２ Ｃ２ｃ０ Ｎ－６２°－Ｗ 不整楕円形 １�３１×０�９７ １６ 緩斜 平坦 人為 －

４３ Ｃ３ｂ１ Ｎ－３７°－Ｗ ［楕円形］ １�３４×０�７７ ５２ 外傾 凸凹 人為 － 本跡�PG４

４４ Ｃ３ｂ１ Ｎ－６５°－Ｅ 楕円形 １�５２×１�１０ ２４ 緩斜 平坦 自然 －

４５ Ｃ３ｂ１ Ｎ－５°－Ｗ 円形 ０�９６×０�８８ １８ 緩斜 平坦 人為 －

４７ Ｃ３ｂ２ Ｎ－２７°－Ｗ 楕円形 １�４２×０�８８ ４９ 外傾 平坦 人為 －

４８ Ｃ３ｃ２ Ｎ－７５°－Ｅ 不整楕円形 ２�１９×１�０９ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器 SE３�本跡

５０ Ｃ３ｃ１ Ｎ－７０°－Ｅ［隅丸長方形］２�１５×１�１８ ２５ 緩斜 平坦 人為 土師器 SK５１�本跡

５１ Ｃ３ｃ１ Ｎ－２３°－Ｗ ［楕円形］（１�２０）×１�１３ ３７ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK５０・PG４

５２ Ｃ３ｃ１ Ｎ－５７°－Ｅ 楕円形 １�１０×０�９０ ２４ 緩斜・外傾 平坦 自然 縄文土器

５３ Ｃ３ｂ３ Ｎ－９°－Ｗ 円形 ０�８８×０�８１ １４ 緩斜 平坦 人為 －

５４ Ｃ３ｄ２ Ｎ－６８°－Ｅ［隅丸長方形］２�０８×１�６５ ３９ 外傾 平坦 人為 剥片 SK５５�本跡�SE５・PG４

５５ Ｃ３ｄ２ Ｎ－２４°－Ｗ 不定形 ２�００×１�０６ ２０ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SE５・SK５４

５６ Ｃ３ｄ２ Ｎ－８６°－Ｗ 楕円形 １�０１×０�８１ ４０ 緩斜 凸凹 自然 －

５８ Ｃ２ｄ０ Ｎ－５７°－Ｅ 楕円形 ０�８４×０�６６ ２３ 緩斜 平坦 人為 －

―６５―



番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係（古�新）長径（軸）×短径（軸） 深さ

５９ Ｃ２ｃ８ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 １�６１×０�８２ １２ 外傾 平坦 人為 土師器

６０ Ｃ２ｃ７ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 １�００×０�６７ ８ 緩斜 平坦 自然 －

６２ Ｃ２ｄ８ Ｎ－５５°－Ｅ 楕円形 １�２０×０�８２ ２３ 緩斜 凸凹 人為 土師器

６３ Ｃ２ｄ９ Ｎ－４４°－Ｗ 不定形 １�１０×０�６８ １７ 外傾 凸凹 人為 －

６４ Ｃ２ｅ９ Ｎ－３６°－Ｗ 不定形 ０�６９×０�６８ ７ 緩斜 平坦 人為 －

６５ Ｃ２ｅ９ Ｎ－４６°－Ｗ 不整楕円形 ０�７０×０�６２ （２５） 垂直 不明 人為 －

６６ Ｃ２ｅ９ Ｎ－６３°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１０×０�７７ １０ 緩斜 平坦 人為 －

６７ Ｃ３ｅ１ Ｎ－６８°－Ｅ［隅丸長方形］１�５１×１�０４ ２３ 緩斜 平坦 人為 － SK６８�本跡�PG４

６８ Ｃ３ｅ１ Ｎ－４３°－Ｗ ［長方形］［１�６０］×０�９０ ８ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK６７・PG４

６９ Ｃ３ｅ２ Ｎ－１８°－Ｗ 不定形 １�２１×０�９２ １３ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SK３１５・PG５

７０ Ｃ３ｅ４ Ｎ－６５°－Ｗ ［楕円形］ １�２８×０�９６ ９ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�PG５

７１ Ｃ３ｅ５ Ｎ－６５°－Ｅ 不定形 （２�１７）×１�４０ ９ 緩斜 平坦 人為 － SK７２�本跡�PG５

７２ Ｃ３ｄ５ Ｎ－４５°－Ｅ 楕円形 ０�８９×０�５９ １０ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SK７１

７３ Ｃ３ｆ５ Ｎ－３６°－Ｗ 不整楕円形 １�０５×０�９９ １２ 緩斜 平坦 人為 －

７４ Ｃ３ｆ６ Ｎ－８４°－Ｅ 楕円形 １�９０×０�７４ ２０ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�PG５

７５ Ｃ３ｆ６ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 ０�９３×０�６４ ２５ 緩斜 皿状 自然 縄文土器

７６ Ｃ３ｆ６ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 １�６４×１�１２ ２５ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�PG５

７７ Ｃ３ｇ５ Ｎ－６５°－Ｅ 不定形 １�３２×０�８５ １１ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�PG５

７８ Ｃ３ｈ５ Ｎ－４８°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１０×０�６５ １０ 緩斜 平坦 自然 －

７９ Ｃ３ｄ３ Ｎ－３２°－Ｅ 不定形 ３�４６×１�１６ ３２ 緩斜 平坦 自然 陶器 本跡�SK２２７・２４６�SD７

８０ Ｃ３ｇ６ Ｎ－６８°－Ｅ 不整楕円形 １�５９×０�８４ ２２ 外傾 平坦 人為 縄文土器，陶器 本跡�PG５

８１ Ｃ３ｈ６ Ｎ－７２°－Ｅ 長方形 ２�１８×０�８１ ２９ 外傾 平坦 人為 釘ヵ

８２ Ｃ３ｈ５ Ｎ－７８°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１５×０�９３ ２８ 外傾 平坦 人為 －

８３ Ｃ３ｉ５ Ｎ－６５°－Ｅ 隅丸長方形 ２�９０×１�０３ ２１ 外傾 平坦 人為 －

８５ Ｃ３ｅ４ Ｎ－４１°－Ｗ 不整楕円形 ０�９９×０�４７ ３８ 外傾 皿状 人為 － SD６�本跡

８６ Ｃ３ｇ４ Ｎ－６０°－Ｅ［隅丸長方形］１�４２×１�１８ ２７ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�PG５

８７ Ｃ３ｉ８ Ｎ－７１°－Ｅ 長方形 １�２３×０�６４ ２１ 外傾 平坦 人為 －

８８ Ｃ３ｉ９ Ｎ－２２°－Ｗ 隅丸長方形 １�１３×０�８１ ２２ 緩斜 平坦 人為 －

８９ Ｃ２ｉ８ Ｎ－５８°－Ｅ 楕円形 ２�４０×０�７６ １６ 緩斜 皿状 自然 －

９０ Ｃ３ｈ７ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ０�９９×０�５５ ８ 緩斜 平坦 自然 －

９１ Ｃ３ｇ７ Ｎ－１８°－Ｗ ［楕円形］ １�９９×０�６９ １４ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK２３７

９２ Ｃ３ｇ７ Ｎ－２４°－Ｗ 長方形 ２�３６×０�７５ １９ 外傾 平坦 自然 －

９３ Ｃ３ｅ５ Ｎ－４５°－Ｅ 不定形 ２�０９×０�７５ ２０ 外傾 皿状 人為 －

９４ Ｃ３ｂ３ Ｎ－３°－Ｅ ［楕円形］ １�３７×１�０２ ５５ 緩斜 凸凹 人為 － 本跡�PG４

９５ Ｃ３ｅ８ Ｎ－４５°－Ｗ 楕円形 １�７８×１�４０ １５ 緩斜 平坦 自然 －

９６ Ｃ３ｃ７ Ｎ－４９°－Ｅ ［楕円形］ １�８５×１�６２ ３９ 緩斜 平坦 自然 陶器 本跡�SK９７

９７ Ｃ３ｃ７ Ｎ－３９°－Ｅ 隅丸長方形 １�８３×１�６０ ３４ 外傾 平坦 人為 瓦質土器 SK９６�本跡

９８ Ｃ３ｂ６ Ｎ－５７°－Ｅ 不整楕円形 １�０８×０�４９ 不明 緩斜 平坦 自然 －

９９ Ｃ３ｂ７ Ｎ－６８°－Ｅ 楕円形 １�４９×０�８９ ６ 緩斜 平坦 人為 －

１００ Ｃ３ａ６ Ｎ－６０°－Ｅ 不定形 ２�３６×１�５７ １３ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�PG６

１０１ Ｃ３ｂ６ Ｎ－６８°－Ｅ ［楕円形］ １�８６×０�５３ １５ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK１０３・１０４

１０２ Ｃ３ａ６ Ｎ－２０°－Ｗ［隅丸長方形］１�５５×１�２５ １３ 緩斜 平坦 自然 土師器 本跡�SK１０４・PG６

１０３ Ｃ３ｂ６ Ｎ－６２°－Ｅ 隅丸長方形 １�５３×１�０５ ２３ 緩斜 平坦 人為 縄文土器 SK１０１�本跡

１０４ Ｃ３ｂ６ Ｎ－６０°－Ｅ 隅丸長方形 １�７３×０�９６ ２９ 外傾 平坦 自然 － SK１０１・１０２・１０５�本跡�
PG６

１０５ Ｃ３ｂ６ Ｎ－６８°－Ｅ［隅丸長方形］１�２９×０�６０ １５ 緩斜 平坦 自然 － 本跡�SK１０４・PG６

１０８ Ｃ３ｂ７ Ｎ－２７°－Ｗ 円形 １�００×０�９２ ４７ 緩斜 皿状 人為 縄文土器

―６６―



番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係（古�新）長径（軸）×短径（軸） 深さ

１１０ Ｃ３ａ５ Ｎ－５２°－Ｅ 隅丸長方形 １�８８×０�９３ ４０ 緩斜 平坦 人為 －

１１１ Ｂ３ｊ５ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 １�３４×０�９１ １７ 緩斜 凸凹 人為 －

１１２ Ｂ３ｊ５ Ｎ－７１°－Ｅ 楕円形 ０�７８×０�７０ １０５ 外傾 皿状 人為 －

１１３ Ｃ３ａ５ Ｎ－３５°－Ｗ 楕円形 １�０４×０�８０ ８４ 外傾 平坦 自然 土師器

１１４ Ｂ３ｉ６ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 ０�８０×０�７０ ６４ 外傾 凸凹 人為 －

１１５ Ｂ３ｉ５ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 １�００×０�７６ １４ 緩斜 皿状 自然 －

１１６ Ｂ３ｉ５ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ２�３０×０�７６ １０ 緩斜 平坦 自然 －

１１７ Ｂ３ｉ４ Ｎ－４８°－Ｅ 楕円形 １�５１×１�１１ １７ 緩斜 平坦 人為 縄文土器

１１８ Ｂ３ｇ６ Ｎ－４９°－Ｅ 隅丸長方形 ２�７２×０�８１ １７ 外傾 平坦 人為 －

１１９ Ｂ３ｈ５ Ｎ－３０°－Ｗ 長方形 ２�７９×０�７７ １４ 緩斜 平坦 人為 － CP３�本跡

１２１ Ｂ３ｈ７ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 １�１０×０�９３ ２４ 外傾 平坦 人為 －

１２６ Ｂ３ｊ３ Ｎ－６５°－Ｅ 楕円形 １�６１×１�１２ ２０ 緩斜 平坦 人為 －

１２７ Ｂ３ｊ３ Ｎ－２７°－Ｗ 不定形 １�２６×１�６６ ９ 緩斜 凸凹 人為 － 本跡�PG６

１３１ Ｂ３ｉ１ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ３�６４×１�９２ ５０ 垂直 凸凹 人為 縄文土器，砥石 本跡�SK１９５

１３２ Ｂ３ｉ１ Ｎ－１４°－Ｗ 楕円形 １�１４×０�７８ ９ 緩斜 平坦 人為 －

１３３ Ｂ３ｈ１ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 ０�７８×０�５２ １４ 緩斜 平坦 人為 －

１３５ Ｂ３ｇ４ Ｎ－５７°－Ｗ 楕円形 １�８０×０�７３ ２０ 外傾 平坦 人為 － SE２２�本跡

１３６ Ｂ２ｇ０ Ｎ－５７°－Ｅ 隅丸長方形 １�７０×１�３６ ７ 緩斜 平坦 人為 － SK２５１�本跡�SK１８３・PG２

１３８ Ｂ２ｆ０ Ｎ－６０°－Ｅ 隅丸長方形 １�４２×１�２４ １５ 緩斜 平坦 人為 －

１３９ Ｂ３ｆ１ Ｎ－３２°－Ｗ 隅丸方形 １�２９×１�２０ ３ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�PG２

１４１ Ｂ２ｇ０ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 １�０４×０�５７ ９ 緩斜 平坦 自然 －

１４２ Ｂ２ｇ３ Ｎ－８４°－Ｗ 不定形 （０�８４）×（０�７７） ８ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK１４３・１４８・１４９

１４３ Ｂ２ｇ０ Ｎ－２５°－Ｗ 隅丸方形 １�５３×１�４２ ８ 緩斜 平坦 人為 － SK１４２・SK１４９�本跡

１４４ Ｂ２ｇ９ Ｎ－３８°－Ｗ 不定形 ０�９２×０�７２ ３４ 外傾 平坦 人為 －

１４５ Ｂ２ｇ９ Ｎ－３５°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１６×１�３８ ２４ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK１４６・PG２

１４６ Ｂ２ｇ９ Ｎ－２７°－Ｗ 隅丸長方形 ３�００×１�４４ ２４ 外傾 平坦 人為 － SK１４５・１５１�本跡�
SK１４９・PG２

１４８ Ｂ２ｇ９ Ｎ－３２°－Ｗ ［隅丸方形］ １�６０×（１�４６） ２９ 緩斜 平坦 人為 － SK１４２�本跡�
SK１４９・２５１・PG２

１４９ Ｂ２ｇ９ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 ２�２３×１�３６ ２４ 外傾 平坦 自然 － SK１４２・１４６・１４８・１５１�
本跡�SK１４３・PG２

１５１ Ｂ２ｇ９ Ｎ－３４°－Ｗ ［方形］ １�１８×（０�７５） ２０ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK１４６・１４９

１５７ Ｂ２ｃ６ Ｎ－３２°－Ｗ ［長方形］（１�４３）×０�７０ ３８ 直立 平坦 人為 － 本跡�SK１８７・２７２

１５８ Ｂ２ｄ７ Ｎ－６０°－Ｅ 楕円形 １�１０×０�８０ ９ 緩斜 皿状 人為 －

１５９ Ｂ２ｅ８ Ｎ－４２°－Ｗ ［円形］ １�４０×（０�８８） １６ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SD１

１６１ Ｂ２ｄ８ Ｎ－３５°－Ｗ 長方形 ０�７４×０�６４ １２ 緩斜 皿状 自然 縄文土器

１６２ Ｂ２ｃ８ Ｎ－０° 不定形 ０�８０×０�８０ １０ 緩斜 凸凹 人為 －

１６３ Ｂ２ｄ９ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 １�０６×０�６０ ８ 緩斜 凸凹 自然 － 本跡�SD１２

１６４ Ｂ２ｃ９ Ｎ－５９°－Ｅ 円形 １�１０×１�０８ １０ 直立 平坦 自然 － 本跡�SE１７・SK２２１

１６６ Ａ２ｊ０ Ｎ－３５°－Ｗ 長方形 ２�６０×１�２５ ６０ 直立 平坦 自然 －

１７０ Ｂ２ｃ７ Ｎ－４５°－Ｗ 長方形 ２�６４×１�１２ ３４ 外傾 平坦 自然 － SE２３�本跡�SK１８７

１７１ Ｂ２ｂ６ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 １�５２×１�２５ ３０ 外傾 平坦 人為 土師質土器，瓦質土器 本跡�SK１７５

１７２ Ｂ２ｂ６ Ｎ－６５°－Ｅ 長方形 ０�８４×０�５０ ８ 外傾 平坦 人為 －

１７３ Ｂ２ｂ６ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 ０�９４×０�５８ １２ 垂直 平坦 自然 －

１７５ Ｂ２ｂ６ Ｎ－４９°－Ｗ 不整円形 １�１０×１�１０ １４ 緩斜 皿状 人為 － SK１７１�本跡

１７６ Ｂ２ｂ７ Ｎ－３７°－Ｗ 長方形 １�３０×０�５７ １５ 緩斜 皿状 自然 －

１７８ Ｂ２ａ７ Ｎ－３６°－Ｅ ［長方形］ １�５６×（１�００） ２７ 外傾 平坦 人為 縄文土器

１７９ Ｂ２ｂ５ Ｎ－５０°－Ｅ 不定形 ０�９０×０�８０ １２ 緩斜 皿状 人為 －

１８０ Ｂ２ｃ９ Ｎ－３７°－Ｗ ［円形］ （１�５６）×（０�９６） ８ 外傾 平坦 人為 － 本跡�SK２２０・２２１

―６７―



番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係（古�新）長径（軸）×短径（軸） 深さ

１８１ Ｂ２ｂ０ Ｎ－３０°－Ｅ 円形 ０�６８×０�６５ １６ 外傾 平坦 人為 －

１８２ Ｂ２ｂ９ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 ３�６６×０�５８ ６ 緩斜 皿状 人為 －

１８３ Ｂ２ｇ０ Ｎ－４５°－Ｗ 方形 １�２２×１�１２ １２ 外傾 平坦 自然 － SK１３６�本跡

１８４ Ｂ２ｂ９ Ｎ－４８°－Ｅ 長方形 １�６５×０�７４ ２０ 垂直 平坦 人為 瓦質土器

１８７ Ｂ２ｂ９ Ｎ－６０°－Ｅ 不定形 ４�００×１�００ ４０ 緩斜 凸凹 人為 － CP１・SK１５７・１７０・２７２�本跡

１８８ Ａ２ｉ９ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�７５×０�６７ ４ 緩斜 平坦 人為 － SK２８４�本跡

１９１ Ａ３ｇ１ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 ２�８０×０�９６ １４ 外傾 平坦 人為 －

１９２ Ａ３ｆ２ Ｎ－６８°－Ｅ 長方形 ２�４４×０�９２ １０ 緩斜 平坦 人為 －

１９５ Ｂ３ｉ１ Ｎ－２０°－Ｗ 長方形 ４�３１×１�５６ ３２ 外傾 平坦 人為 － SK１３１�本跡�PG３

１９７ Ａ２ｊ０ Ｎ－７７°－Ｅ 不整楕円形 １�５０×０�８０ ６ 緩斜 凸凹 人為 －

２０１ Ｂ３ａ１ Ｎ－４６°－Ｗ 円形 １�０６×１�００ １２ 緩斜 平坦 自然 －

２０２ Ｂ３ａ１ Ｎ－６５°－Ｗ 円形 １�２０×１�１４ ９ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK２０３

２０３ Ｂ２ａ０ Ｎ－２°－Ｅ 円形 １�００×０�９８ ８ 緩斜 平坦 人為 － SK２０２�本跡

２０５ Ｂ３ｊ７ Ｎ－３０°－Ｗ 不整楕円形 １�５６×０�７４ ８６ 内彎 凸凹 人為 － SD８�本跡

２０６ Ｂ３ａ１ Ｎ－５１°－Ｗ 長方形 ５�２０×０�９２ ５６ 垂直 平坦 人為 － SK２６５�本跡

２０９ Ｂ３ｂ１ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 ０�５３×（０�４０） ２４ 外傾 平坦 自然 － 本跡�CP２

２１２ Ｂ２ｂ０ Ｎ－２０°－Ｅ 不定形 ０�７４×０�６０ １３ 緩斜 平坦 人為 －

２１７ Ｂ２ｂ９ Ｎ－４４°－Ｅ 不定形 １�６０×１�２８ １０ 緩斜 平坦 自然 － SK２２０�本跡

２１８ Ｃ３ｃ８ Ｎ－５７°－Ｅ ［楕円形］ １�２６×（０�９２） ２０ 垂直 平坦 人為 － 本跡�SD５

２２０ Ｂ２ｃ９ Ｎ－３７°－Ｗ 長方形 ３�０４×０�８０ ３８ 垂直 平坦 人為 陶器 SK１８０・２２２�本跡�
SK２１７・２２１

２２１ Ｂ２ｃ９ Ｎ－５２°－Ｅ 長方形 ３�４０×０�７６ ４６ 垂直 平坦 人為 － SE１７・SK１６４・１８０・２２０�
本跡

２２２ Ｂ２ｂ０ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 ３�８０×０�６８ ８ 垂直 平坦 人為 － 本跡�SK２２０

２２５ Ｃ２ｅ９ Ｎ－２１°－Ｗ 方形 ０�７６×０�７４ ２０ 緩斜 平坦 人為 －

２２６ Ｃ２ｄ０ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 １�０８×０�８２ １０ 外傾 平坦 自然 －

２２７ Ｃ３ｄ４ Ｎ－１８°－Ｗ ［方形］ （１�００）×０�７４ ３０ 外傾 平坦 人為 － SK７９�本跡�SD７

２３０ Ｃ３ｄ２ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 １�３８×０�９８ ４０ 外傾 平坦 人為 －

２３１ Ｃ３ｅ５ Ｎ－６０°－Ｅ 長方形 ２�９０×１�００ １６ 垂直 皿状 人為 － SD６・SK２３２�本跡�PG５

２３２ Ｃ３ｅ５ Ｎ－４５°－Ｅ 不定形 １�５０×０�６０ １１ 外傾 皿状 自然 － 本跡�SK２３１・PG５

２３３ Ｃ３ｆ４ Ｎ－３１°－Ｗ 楕円形 １�２６×０�８０ ３２ 垂直 凸凹 人為 － SK３２６�本跡

２３４ Ｃ３ｄ１ Ｎ－５３°－Ｅ 長方形 １�８０×１�２０ ５０ 外傾 皿状 人為 － 本跡�SP７

２３５ Ｃ３ｆ６ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 １�８０×１�２０ ５０ 外傾 皿状 人為 陶器

２３６ Ｃ３ｇ５ Ｎ－１５°－Ｗ 楕円形 ０�７５×０�５８ ２８ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG５

２３７ Ｃ３ｇ７ Ｎ－２６°－Ｅ 長方形 １�１０×０�９２ ２１ 緩斜 平坦 自然 － SK９１�本跡

２３８ Ｃ２ｅ０ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 ０�６５×０�５０ ３０ 垂直 平坦 人為 －

２３９ Ｃ３ｈ５ Ｎ－２１°－Ｗ 円形 ０�８０×０�７５ ５６ 垂直 皿状 自然 －

２４０ Ｂ２ｆ５ Ｎ－５０°－Ｗ ［楕円形］（１�５０）×（１�３０） ４８ 緩斜 平坦 人為 － SP３�本跡�SK２４１

２４１ Ｂ２ｆ５ Ｎ－３３°－Ｗ 円形 １�４４×１�３８ ４０ 外傾 皿状 人為 － SP３�SK２４０・２４２�本跡

２４２ Ｂ２ｆ５ Ｎ－６３°－Ｅ ［楕円形］ １�８８×（０�５０） ３６ 垂直 皿状 人為 － SP３�本跡�SK２４１

２４３ Ｃ３ｊ７ Ｎ－２２°－Ｗ 長方形 ０�９０×０�６５ １０ 緩斜 凸凹 人為 －

２４５ Ｃ３ｈ８ Ｎ－４２°－Ｅ 楕円形 ５�９０×０�８０ １４ 緩斜 皿状 自然 －

２４６ Ｃ３ｄ３ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 ０�７２×０�５４ １２ 緩斜 皿状 人為 － SK７９�本跡

２４７ Ｃ３ｄ２ Ｎ－４１°－Ｅ 長方形 １�４７×０�８２ ２７ 外傾 皿状 人為 － SK３１４�本跡

２４８ Ｃ３ｂ２ Ｎ－８２°－Ｅ ［楕円形］［１�３８］×（０�８０） ８ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG４

２４９ Ｃ３ａ８ Ｎ－５７°－Ｅ ［長方形］（１�３０）×０�７０ １４ 緩斜 凸凹 人為 － SD８�本跡�SK３００・３４１

２５１ Ｂ２ｆ０ Ｎ－４５°－Ｗ 不整長方形 ２�１０×１�４０ １０ 垂直 平坦 人為 － SK１４８�本跡�SK１３６・PG２

２５２ Ｃ３ｂ６ Ｎ－５７°－Ｗ 円形 １�１０×１�０２ ３４ 緩斜 皿状 人為 －
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番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係（古�新）長径（軸）×短径（軸） 深さ

２５３ Ｂ３ａ２ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 １�７４×０�５０ １０ 緩斜 緩斜 人為 －

２６５ Ｂ３ａ１ Ｎ－４９°－Ｗ 不定形 ３�８５×１�５０ １８ 緩斜 凸凹 人為 － 本跡�SK２０６

２６７ Ｃ３ａ８ Ｎ－６２°－Ｅ ［楕円形］ ０�８０×（０�４０） ２０ 垂直 平坦 人為 － SD８�本跡�UP４・SK２９７

２６９ Ｂ２ｃ６ Ｎ－３４°－Ｗ 長方形 ２�２０×０�７０ ４０ 垂直 平坦 人為 － SK２７２�本跡

２７２ Ｂ２ｃ６ Ｎ－６３°－Ｗ ［円形］ （１�４０）×（１�００） ２０ 緩斜 平坦 人為 － SK１５７�本跡�SK１８７・２６９

２７３ Ａ２ｉ９ Ｎ－３７°－Ｅ ［円形］ １�２０×（１�００） ２６ 緩斜 平坦 自然 － SK３３９�本跡�SK２８８

２７５ Ｂ２ｃ５ Ｎ－５６°－Ｅ 長方形 ４�５０×１�００ ４０ 垂直 平坦 自然 土師質土器 SK２７６・２７７�本跡

２７６ Ｂ２ｃ５ Ｎ－３４°－Ｗ 長方形 ２�００×０�５６ １６ 緩斜 皿状 人為 縄文土器，土師質土器 本跡�SK２７５

２７７ Ｂ２ｃ５ Ｎ－３４°－Ｗ 不整長方形 ３�９４×０�９０ １４ 緩斜 平坦 人為 縄文土器，鉄滓 本跡�SK２７５

２７８ Ｂ２ｃ６ Ｎ－５４°－Ｅ 楕円形 １�００×０�７０ ４ 緩斜 平坦 人為 －

２７９ Ｂ２ｃ５ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 １�１０×０�８０ ６ 緩斜 緩斜 人為 －

２８４ Ａ２ｉ９ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 １�３２×０�９０ ８ 緩斜 凸凹 人為 － 本跡�SK１８８

２８６ Ａ２ｉ９ Ｎ－３５°－Ｅ ［円形］ １�０４×（０�４０） ６ 緩斜 平坦 人為 － 本跡�SK２８８

２８８ Ａ２ｉ９ Ｎ－４９°－Ｗ ［長方形］（１�４６）×０�８０ ６４ 垂直 平坦 人為 － SK２７３・２８６・２８９・３３９�本跡

２８９ Ａ２ｊ９ Ｎ－２３°－Ｅ ［楕円形］ ０�７４×（０�６０） ３１ 垂直 平坦 人為 － 本跡�SK２８８

２９０ Ｂ３ａ１ Ｎ－８１°－Ｅ 円形 ０�３４×０�３２ ３０ 垂直 皿状 人為 －

２９１ Ｂ３ｊ８ Ｎ－５３°－Ｅ 長方形 １�７８×０�８０ ７４ 垂直 凸凹 人為 － 本跡�SK２９８

２９４ Ｂ３ｉ８ Ｎ－９０° 不定形 ０�８０×０�５２ ７６ 垂直 平坦 人為 － 本跡�PG７

２９７ Ｃ３ｂ８ Ｎ－６２°－Ｅ ［長方形］（１�９０）×（０�７０） ２０ 垂直 平坦 人為 － SD８・SK２６７�本跡�
UP４・PG７

２９８ Ｂ３ｊ８ Ｎ－５０°－Ｅ 長方形 ２�６０×０�６２ ３０ 垂直 平坦 自然 － SK２９１�本跡�SK２９９

２９９ Ｂ３ｊ７ Ｎ－３５°－Ｗ 長方形 ３�３０×０�５８ １８ 垂直 平坦 人為 － SK２９８・３０１�本跡

３００ Ｃ３ａ８ Ｎ－３４°－Ｗ 長方形 ２�５０×０�７０ ３２ 垂直 平坦 人為 瓦質土器 SK２４９・３４１�本跡

３０１ Ｂ３ｊ８ Ｎ－３５°－Ｗ 楕円形 ２�０３×１�２０ ８４ 外傾 皿状 自然 瓦質土器，陶器，砥石 本跡�SK２９９

３０３ Ｃ３ｂ９ Ｎ－２６°－Ｗ 長方形 ２�００×０�６０ ２０ 垂直 平坦 人為 － UP４�本跡

３０６ Ｃ３ｄ８ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 １�５６×０�６０ ３２ 垂直 平坦 人為 － SK３０７・３４０�本跡

３０７ Ｃ３ｄ８ Ｎ－６３°－Ｅ ［楕円形］（１�３６）×０�５０ ５８ 垂直 皿状 自然 － 本跡�SK３０６

３０８ Ｃ３ｈ０ Ｎ－６８°－Ｅ ［楕円形］（３�０４）×０�７３ ８ 緩斜 緩斜 自然 －

３１１ Ｃ３ｄ７ Ｎ－１９°－Ｗ 不整円形 ０�８２×０�７８ １７ 緩斜 皿状 自然 －

３１４ Ｃ３ｄ３ Ｎ－６０°－Ｅ 隅丸長方形 １�７６×１�１４ ３６ 外傾 平坦 人為 － SK２４４�本跡�SK２４７

３１５ Ｃ３ｅ２ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 １�８７×１�７０ ８ 緩斜 平坦 人為 － SK６９�本跡�SK３１６・PG５

３１６ Ｃ３ｅ３ Ｎ－６３°－Ｅ 長方形 ０�８０×０�７０ １４ 外傾 緩斜 人為 縄文土器 SK３１５�本跡�SK２２４

３１８ Ｃ３ｂ１ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 ０�８８×０�７０ ５４ 外傾 皿状 人為 －

３１９ Ｃ３ｅ３ Ｎ－７０°－Ｅ 長方形 １�９０×１�１２ ３０ 外傾 平坦 人為 － 本跡�PG５

３２０ Ｃ３ｆ２ Ｎ－１６°－Ｗ 楕円形 ２�５０×１�００ ４０ 垂直 平坦 人為 － SK３２１�本跡�SK３２２・PG５

３２１ Ｃ３ｆ２ Ｎ－６２°－Ｅ ［長方形］（１�２０）×（０�５０） １５ 外傾 緩斜 不明 － 本跡�SK３２０・３２２

３２２ Ｃ３ｅ２ Ｎ－６８°－Ｅ 長方形 ２�１２×１�２８ ６０ 垂直 平坦 人為 陶器 SK３２０・３２１�本跡

３２３ Ｃ３ｆ４ Ｎ－８２°－Ｅ ［楕円形］（０�９０）×０�８０ １８ 外傾 凸凹 人為 － 本跡�SK３２４・PG５

３２４ Ｃ３ｆ４ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 ０�９６×０�８０ １０ 垂直 凸凹 人為 － SE２・SK３２３�本跡�PG５

３２６ Ｃ３ｆ４ Ｎ－０° 円形 ０�４４×０�４０ １２ 垂直 凸凹 人為 － 本跡�SK２３３

３２７ Ｃ３ｆ４ Ｎ－５９°－Ｅ 長方形 １�６６×１�２４ ２４ 垂直 平坦 人為 － 本跡�PG５

３３０ Ｃ３ｆ３ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ０�７４×０�６６ ３４ 外傾 平坦 人為 － SK３２２・PG５�本跡

３３２ Ｃ３ｆ３ Ｎ－６７°－Ｅ ［楕円形］ ０�６４×（０�４０） ７２ 内彎 緩斜 人為 － 本跡�SK３３０

３３３ Ｃ３ｅ４ Ｎ－５７°－Ｗ 楕円形 １�１２×０�７０ ４０ 外傾 凸凹 人為 － SD６�本跡

３３６ Ｃ３ｆ４ Ｎ－５０°－Ｗ 不定形 １�３８×０�７４ １５ 緩斜 皿状 自然 －

３３９ Ａ２ｉ９ Ｎ－１０°－Ｅ ［長方形］ １�１０×（０�５０） １４ 垂直 平坦 自然 － 本跡�SK２７３・２８８

３４０ Ｃ３ｄ８ Ｎ－２７°－Ｗ ［円形］ １�１２×（１�０６） １８ 外傾 平坦 不明 － 本跡�SK３０６
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� ピット群

今回の調査で，第１号溝跡から南側に７か所のピット群が検出されている。区画溝が位置する遺跡中央

部に集中している傾向が見られ，周辺には方形竪穴遺構や井戸跡，火葬土坑などが位置している。検出さ

れたピットから何らかの建物跡の可能性もあるが，詳細な配列や構造は明確ではない。また，ピット内や

周辺から出土した遺物は，縄文土器片，土師器片，土師質土器片，瓦質土器片，陶器片などの土器類がそ

れぞれ１～３点，砥石１点と少ない出土状況である。ここでは，ピット群内で建物跡が存在していた可能

性がある２遺構は実測図と一覧表，その他の遺構については一覧表で記載する。また，図示した遺物につ

いては，出土遺物観察表で記載する。

第４号ピット群（第７３図）

調査区西部から南部のＣ２ａ８～Ｃ３ｅ４区に１１０か所のピットが検出された。標高８～９ｍの台地上に位置

し，平面形は長径２１～１１０�の円形や楕円形または不定形，長軸２０～３６�の長方形で，深さは１３～５８�である。

瓦質土器片１点（擂鉢）が出土しているが，細片のため，時期を特定することは困難である。

表１２ 第４号ピット群ピット一覧表

番号 位置 長径（軸）方向 平面形
規模（ｍ，深さは�）

壁面 底面 覆土 出土遺物
備考

重複関係（古�新）長径（軸）×短径（軸） 深さ

３４１ Ｃ３ａ８ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 ０�８８×０�６８ ２８ 垂直 平坦 人為 － SK２４９・３４２�本跡�SK３００

３４２ Ｃ３ａ８ Ｎ－２１°－Ｅ 楕円形 ０�５４×０�４０ ５６ 垂直 凸凹 人為 － 本跡�SK３４１

３４３ Ｃ３ｂ６ Ｎ－７４°－Ｅ 楕円形 ０�８４×０�５０ １４ 外傾 平坦 人為 －

３５０ Ｂ３ｆ１ Ｎ－２１°－Ｗ 長方形 ０�８３×０�６４ ９ 緩斜 皿状 自然 －

３５１ Ｂ２ｆ６ Ｎ－５４°－Ｗ ［楕円形］（１�４７）×０�５５ ２０ 緩斜 皿状 人為 － 本跡�SP３

３５３ Ｂ３ｇ１ Ｎ－６８°－Ｅ ［楕円形］ ０�９４×（０�７４） ６ 外傾 皿状 人為 － 本跡�SK３５４

３５４ Ｂ３ｇ１ Ｎ－２７°－Ｗ 楕円形 １�１３×０�９８ １２ 外傾 凸凹 人為 － SK３５３・３５５�本跡

３５５ Ｂ３ｇ１ Ｎ－０° ［楕円形］ ０�３６×（０�２４） １０ 外傾 皿状 人為 － 本跡�SK３５４

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径 × 短径 深さ

１ Ｃ２ａ９ 楕円形 ６８ × ５０ －

２ Ｃ３ａ１ 円形 ３３ × ３２ －

３ Ｃ２ａ０ 円形 ２５ × ２５ －

４ Ｃ３ａ１ 楕円形 ７２ × ４８ －

５ Ｃ３ａ２ 楕円形 ３７ × ３２ ４２

６ Ｃ２ｂ０ 楕円形 ３９ × ３１ ５３

７ Ｃ２ｂ０ 楕円形 ５２ × ４２ －

８ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ７０ × ５３ －

９ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ４１ × ３３ ４７

１０ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ３０ × ２６ ５２

１１ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ６５ × ５８ ３２

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径 × 短径 深さ

１２ Ｃ３ｂ１ 円形 ３８ × ３６ １７

１３ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ２８ × ２３ １３

１４ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ４９ × ３８ ４２

１５ Ｃ３ｂ１ 楕円形 ３２ × ２５ ３４

１６ Ｃ３ｂ１ 円形 ４０ × ４０ ２５

１７ Ｃ３ｂ２ 円形 ５２ × ５１ ４３

１８ Ｃ３ｂ２ 円形 ３７ × ３６ ４０

１９ Ｃ３ｂ２ 楕円形 ７２ × ５９ ５２

２０ Ｃ３ｂ２ 楕円形 ７８ × ５２ ５５

２１ Ｃ３ｂ２ 円形 ４０ × ３８ １７

２２ Ｃ３ｂ２ 円形 ３３ × ３０ ２９

―７０―



第７３図 第４号ピット群実測図
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ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径 × 短径 深さ

２３ Ｃ３ｂ３ 円形 ５３ × ５０ ２６

２４ Ｃ２ｃ９ 円形 ５６ × ５２ ３１

２５ Ｃ２ｃ０ 楕円形 ２５ × ２０ ２３

２６ Ｃ２ｃ０ 円形 ４４ × ４２ １９

２７ Ｃ２ｃ０ 楕円形 ２１ × １９ ３１

２８ Ｃ２ｃ０ 円形 ５０ × ４８ ４０

２９ Ｃ３ｃ１ 円形 ７３ × ６７ ５０

３０ Ｃ３ｃ１ 楕円形 ６５ × ４６ ５０

３１ Ｃ３ｃ１ 円形 ３１ × ３０ ５５

３２ Ｃ３ｃ１ 楕円形 ３３ × ２２ ３８

３３ Ｃ３ｃ１ 楕円形 ３３ × ３０ １８

３４ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ３９ × ３４ ３０

３５ Ｃ３ｃ２ 円形 ４９ × ４７ ５７

３６ Ｃ３ｃ２ 円形 ２３ × ２１ ２０

３７ Ｃ３ｃ２ 円形 ２０ × ２０ ４５

３８ Ｃ３ｃ２ 円形 ２９ × ２９ ４３

３９ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ２３ × １７ １８

４０ Ｃ３ｃ２ 円形 ２１ × ２１ １８

４１ Ｃ３ｃ２ 円形 ３８ × ３６ ３０

４２ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ３１ × ２８ ５４

４３ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ３８ × ３６ ４０

４４ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ３１ × ２６ ２１

４５ Ｃ３ｃ２ 円形 ３７ × ３６ ２５

４６ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ３０ × ２６ ４７

４７ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ４８ × ３０ ３５

４８ Ｃ３ｃ２ 楕円形 １１０ × ４４ ４４

４９ Ｃ３ｃ２ 楕円形 ４１ × ３２ ３３

５０ Ｃ３ｃ３ 楕円形 ４２ × ３４ ５８

５１ Ｃ３ｃ３ 不定形 ３４ × ２９ ２５

５２ Ｃ３ｃ３ 楕円形 ５０ × ４０ ３６

５３ Ｃ３ｃ３ ［楕円形］ ３７ × （２４） ２３

５４ Ｃ３ｃ３ 円形 ４５ × ４１ ３１

５５ Ｃ３ｃ３ 円形 ５３ × ４９ ２１

５６ Ｃ３ｃ３ 円形 ２３ × ２１ ２３

５７ Ｃ３ｃ３ 円形 ３５ × ３４ ２５

５８ Ｃ３ｃ３ 円形 ４６ × ４４ ３４

５９ Ｃ３ｃ３ 楕円形 ４８ × ４１ ３１

６０ Ｃ３ｃ４ 不定形 ６６ × ４３ ３２

６１ Ｃ２ｄ８ 楕円形 ３９ × ３１ －

６２ Ｃ２ｄ０ 不整楕円形 ５９ × ４３ ３５

６３ Ｃ２ｄ０ 楕円形 ４３ × ３９ ２８

６４ Ｃ２ｄ０ 円形 ３４ × ３３ ３５

６５ Ｃ２ｄ０ 楕円形 ７２ × ５１ ２５

６６ Ｃ２ｄ０ 楕円形 ４０ × ３３ ４２

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径（軸）× 短径（軸） 深さ

６７ Ｃ２ｄ０ 楕円形 ４２ × ２８ ３２

６８ Ｃ２ｄ０ 楕円形 ２３ × １９ ２２

６９ Ｃ２ｄ０ 円形 ２４ × ２２ １６

７０ Ｃ３ｄ１ 円形 ３０ × ２８ ２５

７１ Ｃ３ｄ１ 不整楕円形 ５２ × ３１ ４３

７２ Ｃ３ｄ１ 楕円形 ２７ × ２４ ５０

７３ Ｃ３ｄ１ 楕円形 ２５ × ２０ ３３

７４ Ｃ３ｄ１ 楕円形 ３６ × ３１ ４９

７５ Ｃ３ｄ１ 楕円形 ３８ × ３４ １４

７６ Ｃ３ｄ１ 円形 ２４ × ２４ １９

７７ Ｃ３ｄ１ 円形 ２２ × ２０ ２３

７８ Ｃ３ｄ１ 不定形 ３０ × ２８ ３６

７９ Ｃ３ｄ１ 不定形 ２６ × ２２ ２７

８０ Ｃ３ｄ１ 円形 ３４ × ３２ ２４

８１ Ｃ３ｄ１ 不定形 ３２ × ３１ ４６

８２ Ｃ３ｄ１ 方形 ２０ × ２０ ３０

８３ Ｃ３ｄ１ ［楕円形］ （２１） × ２０ ２１

８４ Ｃ３ｄ１ 楕円形 ２４ × １９ ２４

８５ Ｃ３ｄ１ ［長方形］ ２４ × （１２） １７

８６ Ｃ３ｄ１ 不整楕円形 ３５ × ２７ ５１

８７ Ｃ３ｄ１ 不整楕円形 ６５ × ４５ ３５

８８ Ｃ３ｄ１ 不整楕円形 ４２ × ３１ ４３

８９ Ｃ３ｄ２ 楕円形 ５２ × ４１ ２１

９０ Ｃ３ｄ２ 円形 ２４ × ２２ ２３

９１ Ｃ３ｄ２ 楕円形 ４０ × ２７ １９

９２ Ｃ３ｄ２ 方形 ３６ × ３５ ５０

９３ Ｃ３ｄ２ 楕円形 ４０ × ３０ ３９

９４ Ｃ３ｄ２ 楕円形 ４２ × ３３ ５２

９５ Ｃ３ｄ２ 円形 ３８ × ３６ ２５

９６ Ｃ３ｄ２ 円形 ４５ × ４３ ５４

９７ Ｃ３ｄ２ 楕円形 ３４ × ２６ ４７

９８ Ｃ３ｄ２ 楕円形 ４５ × ４０ ４５

９９ Ｃ３ｄ２ 不定形 ７０ × ５７ －

１００ Ｃ３ｄ３ 円形 ２９ × ２７ １６

１０１ Ｃ３ｄ３ 楕円形 ３８ × （３５） ３３

１０２ Ｃ２ｅ８ 楕円形 ８３ × ５０ －

１０３ Ｃ２ｅ９ 楕円形 ４０ × ３５ －

１０４ Ｃ２ｅ９ 楕円形 （４７） × ４０ －

１０５ Ｃ２ｅ０ 楕円形 ５６ × ４７ ５２

１０６ Ｃ２ｅ０ 楕円形 ３６ × ２６ ５０

１０７ Ｃ３ｅ１ 楕円形 ２０ × １６ －

１０８ Ｃ３ｅ１ 不定形 ４４ × ３５ ２８

１０９ Ｃ３ｅ１ 楕円形 ４６ × ４０ ３５

１１０ Ｃ３ｅ１ 円形 ３６ × ３６ ４１

―７２―



第６号ピット群（第７４図）

調査区中央部から南東部のＢ３ｉ３～Ｃ３ｄ７区に１１８か所のピットが検出された。標高９ｍほどの台地上に

位置し，平面形は長径１８～１２２�の円形や楕円形または不定形，長軸４０～６０�の長方形で，深さは１２～８９�で

ある。縄文土器片１点（深鉢），土師器片１点（甕）が出土しているが，細片のため，時期を特定することは

困難である。

第７４図 第６号ピット群実測図

―７３―



表１３ 第６号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径 × 短径 深さ

１ Ｂ３ｉ４ 不定形 ４８ × ３３ ５３

２ Ｂ３ｉ４ 楕円形 ３６ × ２５ １９

３ Ｂ３ｉ４ 円形 ３０ × ２８ １８

４ Ｂ３ｊ４ 楕円形 ４７ × ３９ ６０

５ Ｂ３ｉ５ 不定形 ４２ × ２６ ３６

６ Ｂ３ｉ５ 楕円形 ４２ × ３２ ４４

７ Ｂ３ｉ５ 円形 ３１ × ２９ ２７

８ Ｂ３ｉ５ 楕円形 ４５ × ３６ ８３

９ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ４８ × ４１ ３５

１０ Ｃ３ａ３ 楕円形 ６５ × ５１ ４１

１１ Ｂ３ｊ３ 円形 ７２ × ６７ １３

１２ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ３９ × ３４ ５２

１３ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ４３ × ３２ －

１４ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ４８ × ４０ １３

１５ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ３８ × １９ ２５

１６ Ｂ３ｊ３ 円形 ５７ × ５２ ４７

１７ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ７５ × ５９ ３９

１８ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ４７ × ３２ ４８

１９ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ３６ × １９ ３７

２０ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ６１ × ５１ ２２

２１ Ｂ３ｊ３ 楕円形 ６２ × ５０ ４７

２２ Ｂ３ｊ３ ［楕円形］ ６６ × （５８） ４３

２３ Ｂ３ｊ３ 円形 ３３ × ３１ １４

２４ Ｂ３ｊ３ 円形 ５８ × ５６ ７０

２５ Ｂ３ｊ４ 楕円形 ４６ × ３４ ５８

２６ Ｂ３ｊ４ 円形 ２６ × ２５ １７

２７ Ｂ３ｊ４ 円形 ２４ × ２２ １４

２８ Ｂ３ｊ４ 円形 ４２ × ４０ －

２９ Ｂ３ｊ４ ［楕円形］ （５９） × ４０ －

３０ Ｂ３ｊ４ 不定形 ６８ × ４１ ６７

３１ Ｂ３ｊ４ 円形 ７０ × ６４ ８５

３２ Ｂ３ｊ４ 楕円形 ３３ × ２９ ２５

３３ Ｂ３ｊ４ 不定形 ８８ × ８２ ５９

３４ Ｂ３ｊ５ 楕円形 ４０ × ３２ －

３５ Ｂ３ｊ５ 楕円形 ３７ × ３２ ８９

３６ Ｂ３ｊ５ 楕円形 ６９ × ５４ ８５

３７ Ｂ３ｊ５ 不定形 ６２ × ６２ －

３８ Ｂ３ｊ５ 楕円形 ７２ × ５７ ５８

３９ Ｂ３ｊ５ 円形 ３２ × ３１ ４１

４０ Ｂ３ｊ５ 円形 ３２ × ３１ ２２

４１ Ｂ３ｊ５ 円形 ３０ × ２５ ３６

４２ Ｂ３ｊ５ 楕円形 ３８ × ２９ ５５

４３ Ｂ３ｊ５ 円形 ２９ × ２７ １２

４４ Ｂ３ｊ６ 円形 ２５ × ２３ －

４５ Ｂ３ｊ６ 楕円形 ３４ × ２３ ２１

４６ Ｂ３ｊ６ 楕円形 ３４ × ２４ ２９

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径（軸）× 短径（軸） 深さ

４７ Ｂ３ｊ６ 楕円形 ４８ × ３５ ２１

４８ Ｂ３ｊ６ 円形 ２６ × ２６ １３

４９ Ｂ３ｊ６ 楕円形 ４３ × ３８ ４０

５０ Ｃ３ａ３ 不定形 ６９ × ５５ １２

５１ Ｃ３ａ４ 不定形 １１０ × ７１ ７６

５２ Ｃ３ａ４ 不整楕円形 １２２ × ５６ ６５

５３ Ｃ３ａ４ 楕円形 ３９ × ３２ ３７

５４ Ｃ３ａ４ 楕円形 ２８ × ２３ ２３

５５ Ｃ３ａ４ 長方形 ５３ × ３８ ５５

５６ Ｃ３ａ４ 楕円形 ６４ × ５３ －

５７ Ｃ３ａ４ 楕円形 ４５ × ４０ －

５８ Ｃ３ａ４ 楕円形 ８６ × ５８ ５０

５９ Ｃ３ａ４ 楕円形 ４９ × ４２ ３１

６０ Ｃ３ａ５ 円形 １８ × １７ －

６１ Ｃ３ａ５ 楕円形 ４５ × ３５ －

６２ Ｃ３ａ５ 円形 １９ × １８ －

６３ Ｃ３ａ５ 楕円形 ３９ × ３５ －

６４ Ｃ３ａ５ 楕円形 ５４ × ４９ －

６５ Ｃ３ａ５ 楕円形 ９５ × ３８ ３７

６６ Ｃ３ａ５ 楕円形 ４２ × ３６ －

６７ Ｃ３ａ５ 楕円形 ３３ × ２９ －

６８ Ｃ３ａ５ 円形 ３１ × ３０ －

６９ Ｃ３ａ５ 楕円形 ９１ × ５６ －

７０ Ｃ３ａ６ 楕円形 ５８ × ３８ －

７１ Ｃ３ａ６ 楕円形 ６２ × ４５ －

７２ Ｃ３ａ６ 楕円形 ３８ × ２９ －

７３ Ｃ３ａ６ 楕円形 ４７ × ３２ －

７４ Ｃ３ａ６ 楕円形 ２０ × １６ －

７５ Ｃ３ａ６ 楕円形 ２５ × ２２ －

７６ Ｃ３ａ６ 不整楕円形 ３８ × ２５ －

７７ Ｃ３ａ６ 楕円形 ４３ × ３２ －

７８ Ｃ３ａ６ 円形 ６０ × ５９ －

７９ Ｃ３ａ７ 不整円形 ５８ × ５８ －

８０ Ｃ３ａ７ 楕円形 ３８ × ２７ －

８１ Ｃ３ａ７ 楕円形 ４２ × ３９ －

８２ Ｃ３ａ７ 楕円形 ４８ × ３３ －

８３ Ｃ３ｂ４ 楕円形 ５４ × ４７ ２９

８４ Ｃ３ｂ４ 楕円形 ４３ × ３９ ５８

８５ Ｃ３ｂ４ 楕円形 ５５ × ４８ ５５

８６ Ｃ３ｂ４ 楕円形 ５０ × ３９ ５７

８７ Ｃ３ｂ５ 楕円形 ６４ × ４３ ６２

８８ Ｃ３ｂ５ 円形 ３０ × ３０ ２５

８９ Ｃ３ｂ５ 楕円形 ５５ × ４３ ５５

９０ Ｃ３ｂ５ 不定形 ３１ × ２１ １４

９１ Ｃ３ｂ５ 円形 ２３ × ２１ １５

９２ Ｃ３ｂ５ 不整楕円形 ７０ × ６３ ５１

―７４―



以下，その他のピット群から出土した遺物を記載する。

� 不明遺構

第１号不明遺構（第７６図）

位置 調査区北西部から北部のＢ２ｂ７～Ｂ２ｄ９区，標高８�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１２号溝跡を掘り込み，第１７・２３号井戸に掘り込まれている。

第７５図 第５号ピット群出土遺物実測図

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径（軸）× 短径（軸） 深さ

９３ Ｃ３ｂ５ 楕円形 ６０ × ４４ ３７

９４ Ｃ３ｂ５ 楕円形 ９２ × ６６ １５

９５ Ｃ３ｂ６ 長方形 ６０ × ４８ －

９６ Ｃ３ｂ６ 円形 ６４ × ６０ －

９７ Ｃ３ｂ６ 楕円形 ４９ × ３９ －

９８ Ｃ３ｂ６ 楕円形 ３０ × ２２ －

９９ Ｃ３ｂ６ 楕円形 ３６ × ３２ －

１００ Ｃ３ｂ６ 円形 ５４ × ５３ －

１０１ Ｃ３ｂ６ 楕円形 ３５ × ２９ －

１０２ Ｃ３ｂ７ 楕円形 １０８ × ４７ －

１０３ Ｃ３ｂ７ 楕円形 ７７ × ３９ －

１０４ Ｃ３ｂ７ 楕円形 ３４ × ２６ －

１０５ Ｃ３ｃ５ 不定形 ６７ × ５２ ５３

ピット
番号

位 置 平面形
規 模（�）

長径（軸）× 短径（軸） 深さ

１０６ Ｃ３ｃ５ 楕円形 ４７ × ３６ ４０

１０７ Ｃ３ｃ６ 楕円形 ４３ × ３９ －

１０８ Ｃ３ｄ６ 円形 ２９ × ２８ －

１０９ Ｃ３ｃ６ 円形 ２４ × ２２ －

１１０ Ｃ３ｃ６ 楕円形 ３１ × ２４ －

１１１ Ｃ３ｃ６ 楕円形 ４２ × ３４ －

１１２ Ｃ３ｃ６ 円形 ３０ × ２９ －

１１３ Ｃ３ｃ６ 楕円形 ５０ × ４３ －

１１４ Ｃ３ｃ７ 楕円形 ３６ × ２６ －

１１５ Ｃ３ｃ７ 方形 ４０ × ３９ －

１１６ Ｃ３ｄ６ 楕円形 ３３ × ２９ ５０

１１７ Ｃ３ｄ６ 円形 ４０ × ３９ －

１１８ Ｃ３ｄ７ 円形 ４０ × ４０ －

第５号ピット群出土遺物観察表（第７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２８ 陶器 縁釉小皿［１２�６］ ３�０ ［６�２］ 砂粒・灰釉 緻
密 にぶい黄橙 良好 ロクロ成形 口辺部に施釉 体部

下端沈線 底部糸切り後ナデ 覆土中 ２５％ 瀬戸・美濃系
１５世紀代ヵ PL５

表１４ その他のピット群一覧表

番号 位 置
柱穴（長さの単位はすべて�）

主な遺物 備 考
柱穴 平面形 長径 短径 深さ

１ Ｂ２ｈ６～Ｃ２ａ０ ３７ 円形・楕円形 ２６～１１０ １９～６８ ２４～９７ 縄文土器

２ Ｂ２ｄ８～Ｂ３ｉ６ ３４ 円形・楕円形・不整楕円形 １３～６４ １２～３４ － －

３ Ｂ３ｆ１～Ｂ３ｉ５ ３５ 円形・楕円形・不整楕円形 ２２～８２ １６～６４ ２０～７５ 砥石

５ Ｃ３ｄ２～Ｄ３ｂ８ １２２ 円形・楕円形・不定形 １２～２０４ １２～７５ １２～６９ 縄文土器，陶器

７ Ｂ３ｈ６～Ｃ３ｂ８ １４ 円形・楕円形 ３０～７０ ２４～５１ ２３～６９ 縄文土器，土師質土器
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第７６図 第１号不明遺構実測図
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規模と形状 南北軸７�２３ｍ，東西軸４�６４ｍのアメーバー状の不定形である。深さは１２～４８�で中央部が最も深

く，底面は凸凹である。

覆土 ８層に分層される。含有物と不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２点（深鉢），土師器片１点（甕）が出土している。土器片はいずれも摩滅した細

片である。

所見 時期は，不明である。

� 遺構外出土遺物（第７７・７８図）

遺構に伴わない主な遺物については，実測図と出土遺物観察表で紹介した。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

５ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第７７図 遺構外出土遺物実測図�
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第７８図 遺構外出土遺物実測図�

遺構外出土遺物観察表（第７７・７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２９ 陶器 片口鉢 － （７�０） － 長石・石英 明赤褐 普通 転用砥石 外面に砥面３面 表採 ５％ 常滑系ヵ

３０ 陶器 壺 ［１２�７］（４�８） － 錆釉 緻密 にぶい赤褐 良好 ロクロ成形 外面全面から内面口
辺部まで施釉 表採 ５％ 産地不明

TP１３縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲
母・繊維 橙 普通 体部外面貝殻条痕文施文 内面ナ

デ 表採 早期後半 PL６

TP１４縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英 橙 普通
口辺部外面刻目を持つ隆起線の粘
土紐の貼り付け 体部斜状の沈線
体部内面ナデ

表採 後期終末～晩期
PL６

番号 器種 口径 器高 底径 重量 胎土 特徴 出土位置 備考

DP１ 埴輪 － （５�１） － （４６�０）長石・赤色粒子 外面縦ハケ目調整後突帯部貼り付け後ナデ 内面横ナデ 表採 PL８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０ 磨石 （１０�１） ９�１ ２�３（２５５�０） 頁岩 側面・裏面一部に砥面化 側面に刻み痕 SK３４８
覆土中 PL８

Ｑ１１ 剥片 ４�０ １�３ ０�９ ３�５ 黒曜石 縦長剥片 表採

Ｑ１２ 石斧 １３�０ ３�５ ２�９（２１５�０） 花崗岩 全面研磨 刃部断面片凸刃 刃縁偏刃 裏面斜線の擦痕 SE２４
覆土中 PL８

Ｑ１３ 砥石 （６�４） ２�６ ３�５ （６０�９） 凝灰岩 砥面４面 表採

Ｑ１４ 砥石 （６�９） ３�３ ４�３ （８６�７） 凝灰岩 砥面３面 一部擦痕 表採 PL８

Ｍ２ 煙管 ４�８ ０�９ ０�８ ３�１ 銅 外面緑青 肩部一部扁平 表採 １９世紀代ヵ PL８
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１ はじめに

桜井前遺跡は，今回の調査で中・近世の遺跡であることが確認された。ここでは，各時代ごとの様相と墓

域の概要，第６号井戸跡出土の墨書土器について述べ，まとめとする。

２ 各時代の様相について（第７９図）

� 中世

遺構は，調査区全域に分布しており，方形竪穴遺構９基，地下式坑４基，溝跡９条，井戸跡１４基，火葬

土坑４基，土坑３基が確認されている。以下，確認された遺構と，遺跡周辺における歴史的な様相１）とを

交えながら，時期別に記述する。

ア １３世紀代

歴史的環境で述べたように，この時期の荘園の統治者は，下河辺氏から金沢北条氏や称名寺へと移っ

ている。そのような権力者の移り変わりの間に当たる建長５（１２５３）年，鎌倉幕府は奉行人に対して，下

河辺荘の堤の修築を命じており，さらなる土地開発を進めようとしていた。土地開発によって得ようと

した下河辺荘の年貢は，他の東国荘園と同様に絹であったと考えられ，その年貢量が銭へと換算されて

納められていたとされる。

当時期の遺構としては，調査区北部から西部へと延びる第１号溝跡と，この溝の南東側に平行して位

置している第２・３号溝跡が確認されている。第１号溝跡の覆土中層から上層にかけて１３世紀後半の青

磁片や陶器片などが出土していることから，１３世紀後半には機能を終えていたと考えられる。歴史的背

景と重ねて考えてみると，今回の調査で確認された第１～３号溝跡は，鎌倉幕府主導による土地開発，

あるいはそれ以前から続いていた在地領主の土地開発によって築かれたものと考えられる。

イ １４世紀代

１４世紀代には当遺跡周辺で戦が行われており，暦応２（１３３９）年，常陸を固めた南朝方が南方への進出

を図り，北朝方である高師冬と下河辺荘の野方（現在の古河市総和町辺りとされる）で合戦が開かれた。

また，康暦２（１３８０）年に小山義政と宇都宮基綱が合戦を行い，基綱を討ち取った義政は，鎌倉公方足利

氏満や上杉氏らによって永徳２（１３８２）年に滅ぼされ，小山家の所領であった下河辺荘は鎌倉府の御料地

となった。

当時期の遺構としては，調査区北部に位置する第１号地下式坑，南部に位置する方形竪穴遺構２基と

土坑１基が確認されている。それぞれの遺構から出土した遺物は，瀬戸・美濃産である瓶子，常滑産の

甕と擂鉢で，いずれも細片であることから，不用品となった陶器類を廃棄したものと考えられる。

調査区内からは戦に関連するような防御的な施設や遺物は確認されていない。１４世紀中頃から１４世紀

後半に比定される第８・９号方形竪穴遺構と同様に，第４・５方形竪穴遺構も重複している状況が確認

されていることや，遺跡中央部から南部にかけて集中して方形竪穴遺構が検出されていることから，何

らかの場として機能していたと想定される。その「場」としては考古学・文献史学研究から，宗臺秀明

が述べている「収納施設として方形竪穴建物が大量の物資搬入を速やかに行う必要性から，比較的少な
といまる

い木材で大きな空間を確保できる利点が注目された」２）ことや，田中克行が問丸の機能を「運送ではな

く保管が相応しい」とし，１５世紀代の畿内の問丸の事例から，「物資を積み替える際の一時保管場所と

第４節 ま と め
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して機能した」点や，「問丸自身の手で年貢を換金して荘園領主に運ばれる場合と，荘園領主の使いが

問丸のところに派遣されて年貢を運送する場合があった」点などを挙げており３），おそらく，当遺跡に

おける方形竪穴遺構も年貢などの大量の物資を保管する倉庫的な建物として機能していたと考えられ

る。ただ，鎌倉で確認されているような一定区画内で何度も建て替えられた状況は認められないため，

倉庫的な機能は一過性的なものであったと思われる。

ウ １５世紀代

１５世紀中頃に足利成氏が古河へ移り，その周辺に重臣たちを配したことについては歴史的環境で述べ

たとおりである。その他のことでは，前時代と同様に頻繁に起きる戦のために，実力行使でその村の領

主となる押領行為や，一定額で年貢を請負い寺社に納入する代わりに土地の支配権を掌握する代官請負

などが横行するようになった。そのため，農民らは押領行為に対抗して逃散を行ったり，基盤の弱い寺

社領は当時の遺跡周辺を治めていた簗田氏や野田氏の所領となるなど，多大な影響を在地に与えていた

とされる。

前時代と同様，当遺跡には防御的な施設は確認されておらず，調査区西部と南西部に第６・７号井戸

跡，第２６号土坑，中央北部から北部にかけて第４・１４号溝跡，東部に第３号地下式坑，第１３号井戸跡，

第３４８号土坑が確認されている。出土遺物の点数は時期的に遺跡内で最も多く，その中で遺物が集中し

て出土している遺構は，第７号井戸跡である。瀬戸・美濃産や常滑産の陶器，土師質土器の火鉢が出土

しており，破片となったものが多いことから，機能を終えて不用品となったものをくぼ地になったとこ

ろへ廃棄したものと考えられる。その井戸跡を廃棄場所として利用していた人々の生活空間は，距離や

位置的なことから推測すれば，第６号溝跡などの３条の溝によってＬ字状に区画された空間に位置して

いる第４・６号ピット群内であり，屋敷地として機能していた可能性がある。ただ，同時期性を示す遺

物がピット群内やピットから出土していないため，詳細な住居景観について復元することは困難である。

１５世紀後半として比定した遺構は，調査区西側に位置している第６号井戸跡，東側に第３号地下式坑

が確認されている。遺物は，底のない土師質土器の内耳鍋や，馬の絵が描かれた土師質土器の皿と瓦質

土器の鉢などが出土している。

� 近世

近世に入ると徳川政権下で行われた利根川東遷の結果，五霞町は利根川，逆川，権現堂川によって囲ま

れ，江戸期の主な堤防決潰による水害は約３０回にも及んでいる。また，川に囲まれるようになった後，「土

地平坦でなれども西北部一帯梢高く東南に至るに従ひ低くして池沼多し」村と呼ばれるようになり，幕末

には「五霞村では悪水がたまり田や畑が水腐場（排水の便がなかったり，冷水がかかったりで稲などが育

たない所）になる」という状態になっていた４）。

当遺跡は逆川から直線１�３�の地点に位置し，当該期の遺構は溝跡４条，井戸跡５基である。調査区南

部から南東部にかけて，第２・８・９号井戸跡をコの字状に囲む第７・９～１１号溝跡が位置しており，瀬

戸・美濃産と考えられる卸皿が出土している。出土遺物が皆無に近い状況や，上述したように池沼が多く

逆川に近いことから，生活の場ではなく，耕作地として利用されたものと想定される。調査前の現況が水

田であったことを考慮すると，耕作地として現在まで連綿と利用されていた可能性がある。

―８０―
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第７９図 桜井前遺跡 中・近世遺構配置図
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３ 墓域について

調査区から４基の火葬土坑が確認されている。埋葬施設である土坑墓や石塔・古銭などの宗教的遺物は確

認されていないことから，遺骸を焼いた後に別の地で埋葬されたものと考えられる。そのため，当遺跡内で

は火葬場のような一過性な空間として利用されていたと思われる。

４ 第６号井戸跡出土の墨書土器について

前節でふれたが，第６号井戸跡から１５世紀後半のものと考えられる体部内面に馬の絵，体部外面に文字が

記された土師質土器（以下，遺物番号の１６とする）が出土している。戯画風に描かれた裸馬は，前脚の間に

顔を挟み込みながら後脚を跳ね上げた姿で躍動感に溢れている。破断面は絵の見栄えをよくするためなのか，

体部内面側を丁寧に磨いており，体部内面には線状の刻み痕が２本確認されている（第８０図）。

１６に描かれた絵は，秋田県昭楽寺に所蔵されている「将門の陣幕」の構図と似ており，おそらくこのよう

な構図をモチーフとして描かれたものと思われる。さらに�滋賀県愛東町の百済寺に奉納された天正１７（１５８９）

年の繋馬図絵馬（第８１図）や，桓武平氏将門流の相馬氏とその一門で用いられている家紋の馬紋とも馬の描

き方が類似している。また，絵馬の発掘類例としては，茨城県鹿嶋市厨台遺跡群から出土した平安時代に比

定される線刻された土師器や，県外では静岡県静岡市神明原・元宮川遺跡から出土した鎌倉時代に比定され

る曳馬が描かれた絵馬が確認されている。加えて，鈴木康之が土師質土器から中世土器の象徴性を見いだし

ており，「土師質系土器も「かりそめ」というメッセージを発することにより，非日常的世界の象徴性を表

現する役割を担っていたと考えられる」と述べている５）。以上のような絵画・考古学的資料や土師質土器の

象徴性などから，１６は信仰的な機能を有していたものと思われる。

中世の絵馬について詳しく分析している岩井宏實によれば６），「絵馬が神社だけでなく寺院にも奉納され

ることが顕著」になった理由を，「神社の信仰形態の変化と，寺院にたいする民間の信仰の深まり」にある

とし，「強固な中央集権的な古代国家にあっては，たとえ雨乞のような行事であっても国家的・公的な立場

で行われたが，荘園制の成立とともに律令体制が崩壊し，武士団が台頭してくると，その祈願内容も国家的

な立場から個別的な立場へと変化した」と述べている。そのような変化から「寺院の絵馬の方が神社側の絵

馬より多様性を帯び」始め，「馬図以外の絵馬が出現し，画面に堂々と絵師名を署名して自らの芸術作品に

美的価値を持たせる」傾向をひとつの画期として，その時代を１５世紀前半と定めている。

また，当時の祈願形態についても，岩井宏實による絵馬の寺社活動を背景をにした分析からある程度復元

できる。上述したが，祈願内容は古代から中世に至る過程で，国家的なものから個人的なものへと変化し，

神社だけでなく寺院にも奉納されることが顕著になったとされる。また，『一遍聖絵』などの絵巻物を題材

に紹介しており，第四巻第四段（第８２図）には京都因幡堂の築地壁の入り口の戸に二枚重ねて吊された場面

が，第五巻第三段（第８３図）には絵馬が奉納された白河関の明神社に一遍上人が歌を奉る場面が描かれてお

り，絵馬奉納情景は実況として採用できるとされる。

１６を改めて観察すると，描かれている馬図は戯画風であること，絵師名が書かれていないこと，体部外面

に「妙申」あるいは「妙神」の文字，破断面側にくずし字か絵と見えるような判断困難な墨書が記されてい

ること，時期が１５世紀後半であることが分かる。

１６についての再観察と岩井宏實の分析とを照らし合わせると，馬の絵の表現方法は，伝統的な描き方から

美的価値を持たせる描き方への移行期に当たるものと考えられ，体部外面に記されている文字は個人的な祈

願内容の意味が込められていると想定される。また，何らかの理由で割れてしまったことにより，１６の体部
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第８０図 第６号井戸跡出土 土師質土器

第８１図 繋馬図 天正１７年 滋賀県愛東町 百済寺

第８２図 一遍聖絵 第四巻第四段 第８３図 一遍聖絵 第五巻第三段
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外面に記されていたであろう祈願内容が消失したものの，体部内面側を丁寧に磨いていることは，１６が有し

ていた信仰的な性格が失われずに五穀豊穣などを祈願した特別なものとして機能していたと推測される。

５ おわりに

遺跡内の様相については，１３世紀代に土地開発，１４世紀代は倉庫的な空間，１５世紀代は遺物点数が各時代

の中で最たるもので，詳細は不明であるが，おそらく屋敷地として利用されていた可能性があり，近世に至

ると耕作地として利用されていたと推測される。墓域については，一時的な火葬場として利用されているも

のの，土葬墓などは確認されていないことが明らかになった。第６号井戸跡から出土した墨書土器について

は，主に岩井宏實の分析を通してある程度の解明はできたと思われる。以上，３つの点に絞って若干の考察

を行い，いくつかの特徴が得られたと思われるが，当遺跡が立地する中世の詳細な景観復元まで至ることが

できなかった。今後の発掘調査や文献史学的研究からの景観復元に期待したい。

註）

１） 下河辺荘の様相については，『総和町史 通史編 原始・古代・中世』，『図説古河・岩井・水海道・猿島の歴史』を参照。

２） 宗臺秀明「方形竪穴建物の機能と変遷 －中世東国の半地下建物－」『考古学研究』第４６巻第３号 １９９９年１２月

３） 田中克行「荘園年貢の収納・運搬と問丸の機能」『中世東国の物流と都市』１９９５年１１月

４） 『図説 古河・岩井・水海道・猿島の歴史』を参照。

５） 鈴木康之「中世土器の象徴性 ―「かりそめ」の器としてのかわらけ―」を参照。

６） 岩井宏實『絵馬』法政大学出版局 １９７４年５月

参考文献

岩井宏實『絵馬』法政大学出版局 １９７４年５月

峰岸純夫（編）『中世東国の物流と都市』山川出版社 １９９５年１１月

茨城県立歴史館『特別展 祈りの歴史と民俗 絵馬』茨城県立歴史館 １９９８年２月

服部敬史「土師器皿からみる中世後半期の東国」『楢崎彰一先生 古希記念論文集』真陽社 １９９８年３月

宗臺秀明「方形竪穴建物の機能と変遷 ―中世東国の半地下建物―」『考古学研究』第４６巻第３号 １９９９年１２月

鈴木康之「中世土器の象徴性 ―「かりそめ」の器としてのかわらけ―」『日本考古学』第１４号 日本考古学協会 ２００２年１１月

総和町史編さん委員会『総和町史 通史編 原始・古代・中世』総和町 ２００５年７月

佐久間好雄（監）『図説 古河・岩井・水海道・猿島の歴史』郷土出版社 ２００５月１１月

田中信「山内上杉氏の土器（かわらけ）とは」『戦国の城』高志書院 ２００５月１２月

鈴木弘太「中世「竪穴建物」の検討―都市鎌倉を中心として」『日本考古学』第２１号 日本考古学協会 ２００６年５月

鈴木弘太「中世鎌倉における「浜地」と「町屋」―土地利用法から探る都市の変容―」『考古論叢 神奈河』第１５集 神奈川県

考古学会 ２００７年３月

―８４―



茨城県桜井前遺跡出土木製品の樹種調査結果

�吉田生物研究所

１ 試料

試料は茨城県桜井前遺跡から出土した文房具１点である。

２ 観察方法

剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラートを作製

した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

３ 結果

樹種同定結果（針葉樹１種）の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

１）ヒノキ科ヒノキ属（Chamaecyparis sp．）

（遺物番号 Ｗ２）

（写真 No１）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行が急であった。樹脂細胞は晩材部に偏在している。柾目

では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で１分野に１～２個ある。板目では放射組織はすべて単列であった。

数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。ヒノキ属はヒノキ、サワラがあり、本州（福島以南）、四国、九州

に分布する。

◆参考文献◆

島地謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版（１９８８）

島地謙・伊東隆夫「図説木材組織」地球社（１９８２）

伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ」京都大学木質科学研究所（１９９９）

北村四郎・村田源「原色日本植物図鑑木本編Ⅰ・Ⅱ」保育社（１９７９）

深澤和三「樹体の解剖」海青社（１９９７）

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所史料第２７冊木器集成図録近畿古代篇」（１９８５）

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所史料第３６冊木器集成図録近畿原始篇」（１９９３）

◆使用顕微鏡◆

Nikon

MICROFLEX UFX-DX Type１１５

付 章
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茨城県桜井前遺跡出土木製品同定表

遺物番号 品名 樹種

Ｗ２ 木簡 ヒノキ科ヒノキ属

木口×４０ 柾目×１００ 板目×４０

No１ ヒノキ科ヒノキ属

―８６―



写 真 図 版



桜井前遺跡全景（北部から）

桜井前遺跡全景（鉛直方向）

PL１



第４・５号方形竪穴遺構完掘状況

第３号地下式坑完掘状況

第１号溝跡完掘状況

第３号溝跡完掘状況

第１号地下式坑完掘状況

第３号地下式坑遺物出土状況（接写）

第２号溝跡完掘状況

第１１号溝跡完掘状況

PL２



第２号井戸跡完掘状況

第７号井戸跡完掘状況

第９号井戸跡完掘状況

第１５号井戸跡完掘状況

第４号井戸跡完掘状況

第８号井戸跡完掘状況

第１０号井戸跡完掘状況

第１９号井戸跡完掘状況

PL３



第２０号井戸跡完掘状況

第２５号井戸跡完掘状況

第３号火葬土坑・第１１９号土坑完掘状況

第２２４・２４４号土坑遺物出土・完掘状況

第２２号井戸跡・第１３５号土坑完掘状況

第１号火葬土坑骨片検出状況

第３号火葬土坑骨片検出状況

第１３号井戸跡・第３４８号土坑遺物出土・完掘状況

PL４



SE7－20 PG5－28 SD1－7

SD1－12 SD1－13 SD1－14

SE7－18 SE7－21

UP3－3 SD1常滑片

第３号地下式坑・第１号溝跡・第７号井戸跡・第５号ピット群出土遺物，第１号溝跡出土常滑片集合

PL５



SE7－TP6SK52－TP10 遺構外－TP14

SK224－TP7

SD1－TP2SK316－TP12 遺構外－TP13
SE7－TP5

SK348－TP9 SE7－TP4 SE7－TP3

桜井前遺跡出土遺物

第１号溝跡・第７号井戸跡・第５２・２２４・３１６・３４８号土坑・遺構外出土遺物，桜井前遺跡出土遺物集合

PL６



外面 内面

SE6－16

（赤外線）

「妙申」ヵ
（赤外線接写）

表 裏 表 裏

SE19－W2 （赤外線）

第６・１９号井戸跡出土遺物

PL７



遺構外－DP1 SD1－M1 遺構外－M2

SD8－Q2 SD1－Q1 SK26－Q8

遺構外－Q14 SE7－Q4 SE19－Q5

遺構外－Q12 遺構外－Q10 SE23－W5

SE19－W3 SE19－W4

第１・８号溝跡・第７・１９・２３号井戸跡・第２６号土坑・遺構外出土遺物

PL８
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付図　桜井前遺跡全体図
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